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こ
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に
本
稿
：を
揭
載
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せ-て
も
ら
今
.た
の
ば
主
^̂
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•
:第
の
便
蜇
ミ
宕
ふ
戰
に
ぁ
冬
と
が
意
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に
於‘い
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こ
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記
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得
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來
國
資
本
の
.極
來
特
.に
支
郇
市
場
に
對
す
る
沾
動
の.
ス

ロ

丨

：ガ
：シ

$

^
 

「

門
戸
開
放」

で
あ
る
。
門

戸

獲

は

其 

の
沿
動
の
创
め
如
ら
現
往
に
至
る
迄
米
國
の

&

支
政
策
を
貫
い
て
居
る
。
故
に
、
蟹
に
於
け
る
米
國
資
本
の
利
寄
と
、
こ
れ
が
沾
動 

の
本
質
を
一
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の.は
、
'何
ょ
り
も
先
づ
門
戶_
放
の
秘
#
を
解
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

併
し
支
那
の
れ
戶
を
先
づ
開
い
た
所
の
も
の
は
何
人
も
知
る
如
く
英
國
資
和
の
騰
カ
で
あ
つ
た
。

一
八
四
〇
|
四
ニ
年
め
阿
片
戰
爭 

.

.は
、
_ ロ
丨
.ザ
：•
ル
タ
セ
.ン
ブ
ル
ダ
の|日
葉
を
徵
り
ー
蔓
べ_ば「

亥
：那
近
代
史
を
貫
い
て

一

筋
の
.赤
い
線
の
や
ぅ
に

」

.
連
綿
と
し
て
續
い
た 

所
の
支
那
侵
略
の
發.̂
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た
。
此
.戰
爭
の：

結
末
た
る
南
贫
條
約
に
ょ
つ
て
'、
英
國
は
香
潘
を
獲
得
し
、
.
且
つ
廣
東 

霞
門
、.福

州
-'
'
:寧
蟛
及
び
上
海
め
五
港.を
開
か
し
め
ー
た
。
支
那
&

す
る
武
カ
に
ょ.る
此
<0
門
戶
開
放
の
强
要
は
、
單
に
阿
片
の
輸
入 

に
の
み
關
職
す
ん
問
題
で
は
な
か
.つ
た
。
：
そ
れ
は
今
や
著
し
く
强
大
.を
加
へ
.た
所
の
英
國
產
業
资
本
主
義
•の
發
達
r
關
す
る
問
題
で
あ

• 
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ダ
⑶
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開
放
し
宣
首
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つ
た
？
生

產

急

速

な

る

改

善

と..、
•又
著
し
く
.容
易
に
な
.つ
た
交
通
と
，に
よ
：つ
て.
^
^
^

に
向
？

市
場
開
拓
の
强
カ
な
る
一
歩
を
印
し.た
，の
で
あ
る
。

「

.此
の
#

品
の
廉
價
な
る
^
と
：は
重
砲
の
如
き
も
の
：で
あ
るo
彼
等
は
そ

れ
を
以
て
支
則
の
凡
ゅ
る
域
壁
を
も
擊
破
す
る
^
ノ
事
實
ゝ
支
那
の
，頑
强
な
る
域
壁
は
商
品
の
廉
價
を
後
方
部
隊
と
ナ
る

^
の
&
單
の
十

字
火
に
よ
つ
.て
打
ち
破
ら
れ
たo
.斯
く
て
永
.い
間
封
建
的|1
§
'
制
の
.中
に
.封
：じ
込
^
ら
_れ
て
.居
た
顧
取
，の̂

戶
は
' 
歐
羅
巴
資
本
主
，
X

よ
つ
て
强
ヵ
的
に
關
放
せ
ら
れ
、

「

英
國
皇
带
陛
下
の
旗.が
..、初
め
て
天
國
の
如
き
中
華
の
最
も
美
し
き
國
土
に
翻
つ
た
の
で
あ
る
。

」
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霞
政
府
の
ブ
リ
* 

I
•ブ
f

を
研
究
す
る
人
は
、
阿
片
が
農
的
及
び
道
德
的
に
如
何
に
馨
で
あ
る
か
に
就
て
、
警

、
に
よ
つ 

て
語
ら
れ
て
居
る
こ

VJ

を
發
見
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
だ
が
同
時
に
右'の
書
物
は
、
帝
國
阿
片
委
員
會

(Royal Commission on 

o
p
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m
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の
次
の
如
き
決
議
を
栽
せ
て
居
る0
1我
々
は
阿
片
が
现̂

印
度
政
府
に
ミ
つ
て
主
要
な
る
收
入
の
源
康
で
あ
る
こ
|

響
ロ
せ
ざ
る
を 

得
な
い.J 

3。
此
故
に
菌
は
潭
の
轍
入
を
禁
止
し
た
支
那
醫

v

武
力
的
に
抗
S

ざ
る
を
傅
な
か
つ
た
の
で
あ
る
^
.
。
だ
が
阿 

片
戰
r
が

S
r

に
阿
片
の
輸
入
の
間
題
に
の
み.關
す
る
も
の
で
な
い

w

い
ふ
こW

が
：强
調
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬo
r從
前
絕
無
で
あ
つ 

た
英
國
木
綿
製
品
、
及
び•よ
り
少
贵
で
は
あ
る
が
、
養
毛
織
物
の
轍
入
が
、

一

八
三
三
年
以
來
壻
加
し
てf

o
一
 

八
三
三
f

は
、 

恰
度
衆
R
度
會
社
に
よ
る
支
那
貿
易
の
獨
占
が
個
人
質
易
に
轉
移
し
た
時
期
で
あ
る

」

o(

マ
ル
ク
ス
、
支
那
印
度0

0
南

京

條

約

以
後 

囊

の

S

Q
商
品
の
雙
が
大
規
模
に
览
つ
_

に

溫

し

、
次
第
に
阿
片
の
燹
額
を
追
ひ
越
す
皇
？

居
る
。
馨
は
後
日 

英
國
の
對
茭
1

を
取
扱
ふ
場
合
に
是
等
の
點
か
ら
阿
片
戰
爭
の
本
質
に
就
て
詳
述
し
た
い
ミ
思
ふ

0
:

「
S
.

片
戰
^
に
於
け
る
英
國
軍
隊
の
光
榮
ぁ
る
逸
軍
は.

.

之
に
追
^ -
せ
ん
と
す
る
總
ゅ
る
資
本
主
_
諸
國
の
努
カ
ヒ
刺
戟
し
た
2
}
0

_
11
'
西
は
.
1八
四
三
年
に
.上
海
に
租
界
を
設
龙
す■る
と
共
に
梨
年
七
月
に
は
南
京
條
約
に
倣

Q

て
黄
埔
條
約
を
締
結
し
た
。
而
し
て
一

八
四
艽
苹
に
は
甶
耳
義
が
、

一
八
四
七
年
に
は
瑞
典
、
諸
威
が
又
之
に
從
つ
て
通
商
條
約
を
締
結
し
、

一
八
五
一
年
に
は
露
西
蓝
が

#

犁
條
約
に
ょ
つ
て
極
苽
迆
出
政
策
の
第
ー
步
を
踏
み
出
す
に
至
つ
た
。
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米
國
の
對
支
活
励
の
端
初
も
亦
、
右
の
諸
國
と
同
機
、
.：光
榮
あ
る
英
國
の
進
軍
に
追
隨
し
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
米
國
は
夙
に
、
英 

國
に
次
い
で
一
八
四
四
年
七
月
望̂
條
約
を
締
結
し
て
、
矣
國
と
同
じ
く
廣
東
、
：
厦
門
、
福
州
、
寧
波
及
び
上
海
の
五
港
を
開
か
し
め 

.た
。
而
し
て
同
倐
約
第

11

條
に
次
の
如
.き
最
难M

條
款
を
揷
入
せ
し
め
た
先
淸
國
ょ
り
他
國
に
將
來
許
與
せ
ら
る
べ
き
爾
餘
の
利
益
及 

特
權
は
之
に
付
合
衆
画
及
び
合
衆
國
人
民
も
亦
完
全
に
且
づ
均
等
衡
平
に
許
與
せ
ら
る

^
の
權
利
を
有
す
^
含
ク
ラ
ィ
ド
は
米
國
の 

「

門
戸
開
放」

主
義
の
起
原
を
此
の.當
時
に
求
め
て
居
る
。
彼
の.言
ふ
所
に
ょ
る
と'T

八
.四
ブ
^
^
^
^
^
^ ̂

エ
ル
•
ゥ
ェ
ブ
ス 

タ

ー(Daniel 

W
e
b
s
t
e
r
)

は
支
那
^

^
の
特
命
全
權
公
使
ヵ
ッ
シ
ン
グ

(

0
^
&
0
,
^
げ
5-
^

に
訓
令
を
發
し
て
、
若
し
來
國
市
民
に 

與
へ
ら
れ
る
以
上
の
特
檄
或
ひ
は
通
商
上
：
.の
便
益
が
他
國
に
與
へ
ら
：る
、
場
合
、

：

米
國
政
府
は
支
那
と
の
友
好
關
係
を
繼
續
す
る
こ
と
< 

能
は
ざ
る
旨
を
明
に
七
た
0
こ
れ
に
從
つ
て

翌
郇
調
印
の
右
の
條
約
中
に
最
葸
國
待
遇
の
條
■項
を
揷
入
し
得
る
こ.と
ゝ

‘
な

々

、

f

て 

門
戶
開
放
即
ち
機
會
均
等
政
策
の
典
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
と
。

§

併
し
此
の
：意
味
で
の
門
戸
開
放
な
ら
ば
、
米
國
の
對
支
政
策
を 

特
徵
忖
け
る
‘も
の
と
し
て
取
立
：て
、
言
ふ
可
き
程
：の
も
の
で
は
な
い
。

.
此
意
味
で
：の
門
戶
開
放
は
、
當
時
世
界
至
る
所
に
其
の
市
場
を 

求
め
ん
と
し
0
、
あ
0
た
資
本
生
義
先
巡
瑞
國
の.
>等
し
く
採
用
し
且_つ
廣
行
し
た
政
策
で
あ
つ
：た
か
ら.で
あ
る
。
然
る
に
米
國
の
門 

ジ
ョ
>
ニ
ィ
の
1
門
戶
間
放」

宣

首

：
-

.

二
^

cuss

_
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一

I

六

(

.ニ
四
四) 

戶
開
放
政
策
の
本
質
は
後
述
す
る
や
ぅ
に
、

へ
^:
の
赏
言
：に
至
め
て
全
く
變
化
し
：て
居
名
？
そ
し
て
其
時
代
：か
ら
特
に
來
國
の
身
支
戍 

策
.上
の
原
則
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
に
至
.つ
た
の
で
あ
る
.

9
.

'

.

.

.
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三
ソ
：.外
交
時
報
社
編
：\
支

那

關

係

條

約

集

;
.
.
爸

. .

ペ
ル
リ
が
日
本
べ
來
た
の
は
此S

匮
條
約
後
九
年
を
經
た
一
八
五
三
年
で
あ
っ
た
。
翌
五
四
年

日

米

通
商
條

約

に

ょ

っ

て

、

日 

.

;
門
戶
も
亦
開
放
さ
れ
た0

'
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s
s

m

小
秫
歸
譯
、
滿
洲
に
於
け
る
列
國
の
杭
邵8

爲
版
刷〕

二 

‘

_

〇
〇
頁 

..

.
 

..

.

'併
し
支
那
.に
就
て
言
へ
‘ば
、
阿
片
戰
举
に
始
ま
る
歐
米
資
本
勢
力.̂

て
風
へ
た
と
同
機
の
結
艰
即
ち
社
會
：

1.

般
に
對
す
る
大
動
播
を
與
へ
：た
。
.
、近

代

资

本

中

；
義

坐

產

'

に
ょ
S
廉
働
.な
商
品
の
^
水
は
、
救
千 

年
來
農
業
と
結
合
し
て
行
は
れ
て
思
た
家
內
工
業
ど
農
民
の
手
か
ら
强
カ
的
に
奪
ひ

■

て
了
っ
た
o:
此
事
が
農
民
の
窮
乏
化
を
導
い 

炎
&
本
的
の
經
濟
的
原
因
で
は
あ
っ
た
が
、
之
に
加
へ
て
、

.

.

.
朝
廷
の
軍
資
及&

賠
償
金
の
調
達
の.た
め
S

懿

は

、
M
に|

曆
農
民 

の

終

濟

を

簾

せ

：し
め
、
斯
く
て
淸
朝
に
歡
す
る
不
滿
は
各
地
に
農
民
の
暴
動
を
惹
起
せ

.し
め
た
？

一
 

八
五
〇
¥
か
ら
六
©
取
迄
繼
續 

し
た
太
平
}

K

國
の
亂
は
■

典
型
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
兹
で
は
歐
米

Q
.

資
本
主
義
の
侵
入
が
如
何
に
支
那
の
社
會
經
濟
的
關
係 

を
變
化
せ
し

め

た

か

を

述

：
ベ

る

Q

 

_が
目
的
で
は
な
い
。#

々
は
支
那
侵
略
史
を
取
扱.ふ
場
合
に
、
常
に
是S

內

に

眼

を

^
ず 

る
こ
と
は
必
耍
で
は
あ
る
が
、.此
の
小
文
に
於
て
は
一
應
其
等
の
點
を
保*®
し
、
以
上
：の
簡
堪
な
る
摔
說
の_後
、
直
ち
に
へ
ィ
の
宣
言 

次
激
て
論
述
す
る
之
と
に
し
ゃ
ぅ。

.

一
八
九
九
年
に
於
け
る
米
國
々
務
長
官
ジ

*

ン
•
へ
ィ(

Jf:
 

H
a
y
)
.

 

Q

門
戶
開
放
の
宣
言.は
、
支
那
忆
對
す
る
ア
メ
リ
カ
帝
國
主 

義
政
策Q

發
端
を
示
し
て
居
る
。.此
の
意
味
に
於
て
、
右
の
宣
言
の
本
質
は
一
八
四
〇
年
代
の
門
戶
開
放
の
意
味
す
る
所
と
极
本
的
に 

喟
違
し
て
居
ゐ
。
此
の
事
を
理
解
す
る
た
め
に
吾
々
は
ノ
宣
言
の
發
せ
ら

'れ
た
時
代
の
情
勢.に
就
て
、
即
ち
第
，一.に
宣
言
の
.對
.象
と
な 

.つ
て
居
る
支
那
が
世
界
政
治
經
濟
上
如
何
な
る
立
場
に
經
か
れ
て
居
.た
か
と
い
ふ
'&
と
、
第
ニ
亿
此
宣
言
の
主
體
た
る
衆
國
資
本
主
義 

の
狀
態
は
ど
ぅ
で
あ
つ
た
か
に
就
て
、：
簡
單
な
が
ら
觸
れ
て
置
か
な

.ぐ
'て
は
な
ら
ぬ
。

.

支
那
に
就
て
言
べ
ば
、̂

十
九
■

末
葉
に
^

つ
'?
:
.の
歐
羅
巴
資
本
主_
の
帝
國
、疆

的

活
_
は
、
嘗
て
產
業
資
本
勢
カ
が
市
場
を 

求
め
て
東
漸
し
た
や
ぅ
に
、#
び
來
洋
へ
，
の.途
を
迪
り
、
一
度
.び
强
カ
的
に
門
戸
を
開
放
せ
し
め
た
支
那
を
し
て
今
や
帝
國
主
義
的
侵
略 

-の
對
象
た
ら
1>
め
た
の
で
あ
る
.0
一
 

八
八
〇
年
代
に
於
て.
に̂
英
，#
_露
の
帝
國
主
義
は
、
支
那
の
邊
境
を
領
荷
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て 

吏
那
本
土
に
對
す
る
侵
略
の
足
場
を
固
め
たo,支
那
に
對
す
る
歐
羅
巴
列
强
の
斯
か
る
活
動
は
"
國
際
的
帝
國
生
義
が
、
今
や
未
領
有 

地
の
分
割
か
ら
旣
領
有
地
の
.分
割
へ
と
其
の
步
武
を
進
め
，る
に
至
つ
た
過
渡
期
の
特
微
を
反
映
し

.て
居
る
。
而
し
て
一.
八
九
四
I
九
五 

年
の
.日
淸
戰
#
が
、
列
强
の
.積
極
的
な
支
那
分
割
活
動
の
契
機
を
な
し
た
こ
と
.は
明
か
.で
あ
つ
，て
、
'英
•佛
•
露
の
諸
國
に
加
へ
て
獨
逸 

名
亦
極
東
：
於
け
る
：領
土
の
分
割.に
參
鼙
す
る
に
至
：つ
た
，の
で
あ
る§

°
, 

:

■
'

'

.

.

•

'
■

,

/

_

一
 

(

五〕

> 
此
點
に
就
て
は
近
く̂

:

る̂
对
き
拙
著
1極
東
經
濟
勢
力
调」C

#

界
經
濟
問
題
講
座
の
參
艰
を
乞
ふ

。
:.
.

:然
'る
に
支
琊
分
割
の.

の
時
代
に
於
て
、
：
米
國
が
と.れ
に
參
抓
し
な
が9
秃
め
^

V

9
ン
•
へ
ィ
の
•'門
芦
開
放
し
置
官
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プ
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.ジ
»
yニ
イ
の
.

「

門
戶
開
放」

宣
言
. 

ニ
\
. 

ニ 

5
六)

.

國
の
資
本
主
義
的
發
達
其
れ
自
體

：

の
中
に
求
む
可
き
；で
あ
る
：と
思
ふ
。

.
靈

巴

：，の.資
本
主
義
諸
國
が
過
剩
資
本
の
活
動
領
域
を
世
界

.

Q

 

植
段
地
領
域
に
求
め
っ
、
あ
0
.た
時
代
、.從
っ
て
又
是
等
の
領
域
の
、政
治
的
分

.割
が
問
題
と
さ
れ
た
其
の
時
代
に
於
て
、
米
國
は
寧
ろ 

歐
羅
巴
资
本
の'輸
入
國
で
あ
つ
た
。
だ
が
勿
論
、
米
國
が
資
本
の
輸
入
國
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
當
時
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が 

毫
も
帝
國
、H1
顏
的
性
質
を
帶
び
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ

.と
を
意
味
す.る
も
の
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
.カ
.資
本
主
義
は
其
の
發
展
の
過
程
X
於 

て
、
歐
羅
巴
か
ら
，の
借
入
資
本
を
-W
び
借
款
や
產
業
資
本
投
下
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

.植
民
地
領
域
に
對
す
る
經
濟
的

• 

政
治
的
支
配
を
次
第
に
確
立
し
つ

〜
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

モ
ン
"

1主
義
の
蔭
に
か
く
れ
た
：ア
メ
リ
カ
資
本
の
：侵

.略
性
は
、
旣
'に
早 

く
ア
ラ
ス
カ
や
ラ
テ
ィ
ン
•
ア
メ
リ
カ
に
對
す
る
活
動
の
.上
に
明
か
：に
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る

0
そ
れ
に
.̂
枸
ら
ず
、
米
國
资
本
は 

未
だ
國
內
市
場
に.於
て
充
分.活
動
の
餘
地.を
見
出
し
得
た
の
で
あ
り
、
且
つ
こ
れ
が

.主
た
る
活
動
領
域
と
し
て
の
ア
メ
リ
力
大
陸
は
、 

充
分
に
こ
れ
が
利
满
を
保
證
し
得
た
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
、
ア
メ
リ
カ
資
本
中
：義
は
、
其
の
過
剩
資
本
の
投
下
市
場
を
、
必
ず
し
も 

遠
隔
の
領
域
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
必
要
に
迫
ら
れ
て
は

.居
ら
な
か
つ
た
の'で
あ
り
、
こ
れ
を
他
面
か
ら
言
へ
ば
、
歐
羅
巴
列
强 

が
極
東
特
に
支
那
大
陸
の
.分
割
.を
成
就
し
っ\
あ
.っ
た
時
代
に
於
て
、
ア
メ
リ
力
資
本
は
来
だ
.此
方
面
に
充
分
勢
力
を
伸
長
す
可
き
餘 

力
を
持
た
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
來
國
の

：

支
那
市
場
に
對
す
る
利
害
は
依
然
と
.し
て
.專
ち
貿
易
に

Q

み
依
存
し
てS-
た

2J
c

a此
事
が 

支
那
に
對
す
る
帝
國
主
義
活
動
に
於
て
米
國
の
立
缠
れ
を
招
い
た
极
本
的
の
，理
甶
で
あ

■っ
た
。

.

(

六
V
第
十
九
世
紀
後
半
の
米
支
贸
易
は
著
し
い
，速
度
で
其
の
發
展
を
遂
げ
っ
、
あ
っ
た
。
之
を
示
せ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る

0
C此
表
は
支
那 

側
か
ら
見
た
る
轍
出
入
を
示
し
て
焐
る

°
堺
位
は
千
海
關
兩

〕

,..▲ _ _ ▲ _ _ ̂  r 蠡 _ I _泰 •塵 | —  一 _ 一•■画丨 3  • _
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同 同 同 冏 同 同
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平

均
. . . . .  ■ . ■

镜

ん

ヘ

全
輸

入

に

)

，
 

r
ス
：

\

對
す
る
％

」

六
七
八
，

C
1

6

五)

へ
四
六
九C
0 

•
七
〇〕

'

五
七
五(

ニ
-
〇〕

三
、o
q
e
c
h
•

七
二)

三
、
七
三
五

(

三
ニ
一
 

1
6

.六
、
七1

九C

四
•四
五)

一
六
、
一
〇
九

C

七
•三
八〕

I

I

六
、
八1

二
3

マ
1
.八) 

A
、
七
九
〇

(

ー
ニ 

•六
六〕

七
、
九
七11( 

一

〇
•九
〇)

八
、
五1

四a
11

•四
八〕 

八
、
五
六
ニ
 

c

九
•七
四〕

ニr

六
七
四a

〇
•七
一〕

合
計(
鶴

3
 

七
、
四
九
〇
c
六
•【

ニ 

V 

九
、11

五
九C

六
•七
七〕 

九
、
五
四
七C

六
*四
四〕

一1

、
五
'

1

八(

七
•七
三)

. 

ニ
ー
、
ニ
九
七

C

六
•
二
〇〕

一
九
、
三
九
三(

七
*
ー
〇) 

三I
、

五
八
四(

八
*三
ニ〕

_
1五
、
四
七
五
.
.
'

(

九
i

七
V

c
mJn
l
經
濟
調
茶
局
編
米
國
の
對
支
經
濟
政
策
六
丨
七
頁

〕

右
表
の
示
す
如
く
、
支
那
よ
り
米
國
へ
の
輸
出
は
大
踏
に
於
て
緩
慢
な
る
梢
加
を
示
し
て
居
る
に
反
し
、
米
國
ょ
り
支
那
へ
の
輸
出

(

前
表 

.

の
轍
人
：

> 

は
、
急
激
^
增
加
し
，
布
の
期
間
中
に
絕
對
額

u

於
て
二
十
三
傲
、
全
支
雙
總■
上
の
地
位
は
約
七
倍
の
增
加
を
示
し
た
。
’此
褂 

は
支
鄉
が
米
國
の
商
品
市
場̂
し
て
次
第
に
衆
要
性
を
加.へ
つ
.
\あ
づ
た
こ
せ
を1
^
^
^
^
^

■■
理
聰
す
塗
：に
r
の
.重
要
な
る
鍵
を
與
へ
てf
 

o■:
.
广

愈
る
允
第
十
九
1|
±
紀
め
末
葉
に
向
：つ
て
、
祀
確£
ー
日
へ
，ば
：：ー
八
九
八
啤
の
西
來
戰
爭
を
轉
期
と
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
括
國
主
，義
も
亦
サ
モ 

h

#

t
 二
八
汍
八
哔
}、
バ
：ヮ
ィ
の
；併

合

，

(

ー.八
九
八
-$
及
双
フ
ィ
リ
ッ
ゼ
ン
の
買
攸

(
1

八
九
九
苹)

等
に
ょ
つ
.

V
、

太
平
洋
上 

. 

ジ
9
ン
ニ
ィ
の
1
£
.萨
開
.敢
，
笸
首 

U.

九

0
1四
，七)



.ジ
9
ン
‘
へ'^
の
1

§
2

開̂
雜」

.^
,

.

n
& 

o

sn.
~
v 

の

-大
勢
カ
た
る
可
着
栽̂

を
作
り
上
げ
た
。̂

0#
-
ホ
^
イ
ト
砍
ウ
>
リ
'.Vド‘(

"
^
i
t
e
r
w

 k
e
i
d
'
)

は
フ
イ
リ
ッ
ー
ピ
ン
り
重
要
吨
、を% 

じ
て
，

「

太
平
祥
は
今
や
吾
々
; o
當
中
：に
あ
る」

と
豪
0
し
て
浪
る
0 r

合
衆
國
の
»
力
を
大
フ
イt

ビ
ン
群
島
に
仲
縣
せ
し
む
る
こ
と 

ば
、
支
那
海
忙
防
禦0
障
截
を
築
き
.土
げ
'
太
平
徉
の
彼
岸
に
於.て
本
國
侧
同
様
の
支
配
的
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
.。

I
 

吾
等
の
太
平
详
支
；配
權
を
倍
如
し
て
、
將

速

，ー：

:+
-|
1
|
:紀
が
：膽
當
す
可̂

驚
'
可̂
专
貿
易
を
-も
*
配
す
：る
こ
、と
を
意
味
す.る
6
其
の
.方
途


を
誤
ら
ざ
る
腺
り
、
 

合
衆
國
は
フ
イ
'リ
ッ
ピ
：̂
の
.領
有
^
よ
つ
て
、
太
平
洋
を
ア.メ
'リ
：カ
ー
の|
湖
水
と
化
デ
る
こ
と
が
出
來
る

」

と
。 

併
し
其
の
占
領
し
た
る
太
平
徉
諸
島
を
足
場
と
U-
て
.

> 

束
滗
.へ
の
發
展
を
計
ら
故
ば
な
ら.ぬ
と
い
，̂
米
國
資
本
の
利
害
は
、
此
場
合
に 

於
て
も
依
然
と
し
て
專
ら
貿
易
上
の
：利
寄
で
あ
つ
た
と
い
ふ
事
を
看
過

'し
て
は
な
^
ぬ
。
リ
ー
ド
は
又
次
の
如
く
言
っ
て
哲
る
、

「

■
未 

の
政
治
家
的
手
腕
は
、
保
護
政
策
に
よ
っ
て
廣
漠
た
る
我
が
國
內
の
資
贩
を
開
發
す
る
に
あ
っ
た
が
、
現
在
及
び
未
來
の
政
治
家
的
手 

腕
は
、
我
國
の
-

M

大
な
る
餘
剩
坐
產
物
の
た
め
：、
通
商
關
係
の
擴
張
と
市
摄
の
獲
得
と
を
ぼ
る
に
あ
る

」

と
s)

o 

:

(

七〕

：Rd
d
P
r
o
b
l
e

日 of ExpansionV1900..

‘

pp..'41-2,.191-2.

從
つ
て
フ
イ
：リ
ッ' ビ
ン
の
領
有
の
價
値
は
又
一
般
に
對
支
貿
易
上
の
根
據
地
七
し
て
評
價
さ
れ
た
。

ス
コ
ッ
ト

i

ア
リ
ン
ダ
の
記
す 

所
に
よ
る
と
、
米
商
協
會
の
書
記
長
は
一
八
九
九
年
に
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

「

假
に
わ
が
國
が
支
那
に
對
し
て
利
害
を
持
た
な
い
と 

し
た
ら
、
ブ
イ
リ
ッ
ビ
ン
領
有
も
無
意
味
で
，あ
ら
ぅ
o
:
.
:
:

1

八
九
七
年
の
十
二
月
に
は
、•合
衆
國
が
支
那
に
於
.て
獲
得
し
たi
商
及 

び
條
約
上
の
諸
權
利
が
重
大
危
機
に
溯
す
る
か
も
知
れ
な
い
.と
い
ふ
'こ
と
が
.用
瞭
に
な
つ
た
。
是
等
諸
權
利
は
、
：
旣
に
露
滿
鐵
道
.に
關 

し
て
爲
さ
れ
た
一
協
定
に
よ
つ
て
打
擊
を
受
け
て
届
つ
た
。
同
協
定
に
於
て
は

.露
西
敢
は
他
の
諸
國
ょ
り
三
分
の
.
一
安
の
關
站
を
拂
ふ

こ
と
X
規
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た0-「

そ
ひ
上
合
衆
»
現
在
の
泚
位
ば
、
露
西
瓿
の
滿
洲
及
び
遼
來
半
島
に
於
け
る
實
際
上
の

M
‘

に

ょ
り
、
且
っ
ま
た
條
約
滞
た
る
牛
莊
がf

'同
港
輸
入
饊
織
_
の
過
半
は
合
衆
國
か
ら
來
る

——

何
時
露
西
西
帝
國
の
ー
部
だ
と
宣
言

•+
 

...
 

•
 
•
 

•

•'
•
.
- 

.. 

,

さ
れ
る
か
も
刹
ら
ずV
そ
の
.結
果
は
露
西
姐
の
關
税
率
に
從
は
ね
ば
愈
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
と
い
ふ
危
險
に
ょ
っ
て
脅
さ
れ
て
居
る

0
っ 

±-
り
北
支
全
體
を
グ
デ1
0'
支
配
下
に
移
さ
ん
と..ず
る
主
權
割
誕
手
續
が|
^
^
.
さ
れ
る
の
は
見
ぇ
透
ぃ
て
居
る0
合
衆
國
か
ら
支
.那
向

げ
の
全
綾
木
綿
の
八
割
以
上
、
金
綿
布
の
九
割
以
上
は
天
津
*
芝
罘
及
•び
牛
庇
の
北
支
三
.條
約
港
か
ら
輸
入
さ
れ
て
思
る
關
係
上
、
斯

.... 

.

■

.

. 

.

.

.

. 

：■

,
.
.
. 

'

か
る
讓
渡
行
爲
は
我
が
國

H

業
家
の
'利
害
に
と
っ
て
無
關
心
た
り
得
な
い
問
題
で
あ
る
：

」

と
。
是
等
の
陳
述
は
、
後
述
す
る
や
ぅ
に
、

滿
洲
に
對
す
る
露
西
蓝
の
腮
迫
に
ょ
っ
て
蒙
る
米
國
贸
易
上
の
利
害
を
擁
護
ず

.る
と
共
に
、
此
地
方
に
更
に
ょ
い
廣

g

な
る
市
場
を
開

-
.
- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

i 

,
 

.

.

. 

■
 

• 

.

.

.

.

.

.

.

-
 

.

拓
ず
る
た
め
に
何
等
か0.
稹
極
的
な
活
動
が
：必
要
で.あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
暗
示
し
て
居
る0

一一
 

ア
リ
ン
グ
は
自
ら
此
事
情
客
義
的 

に
次
の
如
く
指
摘
し
て
居
る
。

「

フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
領
有
の
主
た
る
理
由
は
、
.單
に
群
島
の
.原
料
資
源
と
し
て
の
價
値
ば
か
り
で
は
な
い0
 

も
つ
と
重
®
な
理
由
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
が
對
变
贸
易
卜

：

の
根
據
.地
，た
る
可
き
地
位
を

卜：：

め
て
房
た
こ
と
だ
つ
た0
實
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ 

ン
：は
合
衆
國
忙
と0
'て
は
：、
：
獨
逸
の
膠
州
灣
及_び
英
國
の
香
港
に
も
匹
敵
し
、
當
時
增
大
し
つ

 
>
あ
つ
た
滿
洲
に
於
け
る
米
國
の
勢
力 

範
圍
を
搬
充
す
可
き®
礎
を
成
す
も
の
だ
っ
た
の'で
あ
るO

J
C
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八
五
K 

ザ
ァ
イ
アy

丨
ト
は
更
に
せ
を
次
の
如
べ
說
明
し
て
房
る
。

「

來
國
は
、
ホ
罾
彍
張
の
吣̂

に
當
っ
て
、
凤
に
最
も
重
要
な
顧
容
.た
れ 

し
.支
那
を
以
て
其
の
產
業
の
自■
的
販
路
と
看
做
し
た
。
此
の
政
策
を
更
に.

_
1
歷

强
.め
衣
理
由
は
、
於£

命

^

ジ
ョ
ン
，
へ
イ.の
”
門
戶
開
放.J

宣
T
 

'

.

三I. 

、
ニ
四
九〕
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ジm
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•

へ
ィ
の
，門̂

煳
放
.
.，宣

言

H

ニ 

0
1

.

五
〇〕

外
市
場
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
時
期
亦
切
迫
し
.て
居
る
や
ぅ
に
思
は
れ
た
こ
と
\
、
他
方
に
於
て
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
の
併
合
が
極
東
に

於
け
る
直
接
的
利
害
を
齋
し
た
こ
と
、
で
あ
.
つ.
た
°

第
ニ
の
费
港
た
る
可
き
マ
ニ
ラ
を
所
有
せ
ん
と
す
る
欲
求
は
、
其
の
島
を
併
合
し

/ 

、
 

，
 

•.

た
一
原
因
で
あ
つ
だ
。
.支
那
に
於
け
る
勢
力
範
圍
の
鼓
定
と
其
の
政
治
的
分
割
は
右
の
希
望
の
破
瓌
を
意
蛛
し
た
。
故
に
米
國
々
尻
は 

斯
か
る
遠
隔
の
賴
に
對
し
て
、
此
種
の
政
策
を
沈
て
爭
は
ん
と
す
る
政
治
を
疋
當
と
す
る
こ
'
と
を
欲
し
な
か
つ
た
。」 (

傍
點
筆
奔
> 

斯
く 

て
|!
,

3戶
讲
放
.<
:

そ
、
犯
に
.米
國
_
の
利
害
を
擁
護
し
得
可
き
唯
ー
，の.
政
策
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
と
3

。

(

九〕

>

&

& 
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ジ
日
ン
•

へ
ィの

！：

戶
開
放
の
宣
言
と
は
：一
體
如
何
な
る
も
の
で
.
.あ
つ
た
か
。
そ
れ
は
1
<
九
九
ハ
牛
國
務
長
官
へ
ィ
の
贺
名
を
以

て
' 

英
•

怫
•

獨
•

露
•

日
•

伊
の
諸
國
宛
に
送
附
さ
れ
た
亥
那
に
關
す
る
門
戶
開
放
の
通
牒
を
意
味
す
る
。
此
通
牒
は
各
國
每
に
多

.

. 

.

.

. 
.

..
 

- 

■

少
文
面
を
異
に
し
て
居
る
が
、
其
の
言
は
ん
と
欲
す
る
所
は
、
支
那
が
强
國
に
ょ
つ
て
分
割
さ
れ
且
つ
國
際
_
带
の
德
と
化
す
る
こ
と 

を
避
げ
ん
が
た
め•に
は
V
門
戶
閗
放
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
こ
と
を
力
說
し
、
其
の
た
め
に
は
各
國
が
、
米
國
の
提
案
す
る
三
箇
の
條
項 

に
疋
式
の
保
障
を
與
へ
ら
れ
た
い
と
い
ふ
に
あ
つ
た
。
今
、
日
本
宛
の
も
の
に
就
て
見
る
と
劈
頭
に
次
の
如
く
書
か
れ
て
居
る
。 

「

我
國
政
府
は
、
支
那
帝
國
吋
特
に
若
干.の
歐
羅
巴
列
國
が
亥
那
に
於
て
主:3
1
す

る『

勢
力
又
は
利
益
脑
阐』

內
に
於
て
、
合
衆
國
及 

.

ガ
他
の1

切
，の
顧
の
滴
工
業
に
翁
し
、
各
國9
通
商
及
ガ
裉
.
の
^'
全

.&
る
爾
等
待
遇
.を
確
保
せ
む
と
す
'^
>
の
.眞
摯
な
る
要
望
に
激
發‘

せ
ち
れ
;:
'
'右
の
件
に
付
き
、
獨
逸
國
，
英
吉
利
國
、
露
西
诞
國

.に

.對
し
提
議
す
：る
爲
め
忙
：̂

珑
今
を
以
て
恰
好
の
時
機
な
り
と
思
惟
す 

る
。
故
に
我
國
政
府
の
抱
懐
す
る
右
の
目
的
を
達
成
七
、
：
以
て
：國
際
的

g

礫
め
可
能
的
原
因
を
菱
除
し
、
，
且
つ
通
商
に
對
し
根
本
的
に 

重
要
な
.る
信
用
.を
更
に
確
，立
せ
む
が
爲
め
、
支
那
に
於
て

.『

利
益
又
は
勢
力
範
圍

』

を
主
張
す
る
各
國
が
、
左
の
芷
式
保
障
を
與
ふ
る 

は
最
も
望
ま
も
き-&
と
な
り
と
思
惟
す
る
の
，で
ぁ
る
。

」

：

，

.

.而
し
て
其
の
芷
式
保
障
を
求
め
た
三
つ
の
條
項
>
は
次
.の
如
脅
も
の
で
あ
つ
た'°

第

.一

，
各
國
は
、.そ
の
：支
那
に
於
て
領
有
す
る

1

切
の
所
謂
.「

勢
力
範
圍」

.

叉
は
租
借
地
域
內
の一

切
の
.條
約
潘
又
は
一
切
の投
資 

事
業
に 

>
.如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
干
渉
せ
ざ
；る.2
:
と
。

'

•

第
11.
.

支
那
國
暫
行
關
税
率
は
、
右1
:

切
の
.「

勢
力
.
範
圍」

内
の
一
切
.
の
：港

(

自
坩
港
.'に
非
る
限
り)

に
向
け
陸
揚
せ
ち
.れ
又
は
船 

積
せ
も
れ
た
る
一
.

切

，の

貨

物

に

對
.1
,

、
其
の
所
^

國
籍
の
如
何
を
問
は
ず
適
用
せ
ら
名
べ
く
、'
且
つ
其
の
税
金
は
支
那
國
政
府
之
を 

徵
收
す
べ
き
こ
今」

：
.

；
; ;
:

.

:

.

:

:

'

:ソ

:

'

.
■'
•

:

.

.
. 

:

第
三(

各
國
は
*

自
國
々
籍
の
船
舶
に
課
せ
ら
る
-1

ょ
り
も
高
き
税
.
を
右「

範
圍j

內
の
一
切
の
港
：に
來
着
す
る
他
國
々
籍
の
§

 

に
對
し
課
せ
ざ
る
ベV

、

其
の
領
有
す
る
，

「

範
圍
卜
內
に
於
：て
徽
設
、.
管
理
又
は
經
營
せ
ら
る
;̂

鐵
道
の
，運
賃
.
に
し
て
、
右「

範
圍J

 

を
通
過
し
て
運
送
せ
ら
る
V

他
國
々
籍
の
人
民
又
は
臣
民
所
屬
の
貨
物
に
對
し
て
課
せ
ら
る
X

も
の
は
、
同
距
離
を
經
凼
し
て
運
送 

せ
ら
る
X

自
國
，民
所
属
;0
同
樣
'0
贺
物
に
對
し
：て
課
せ
.
ら̂

\

も
の
^

り

高

る

こ

と

0
2
0〕

(

一
8

支

邨

約

集

：

】

:■
'

五
九
1

2
ハ
〇
裒‘パ
我
國
宛
め
通
撰
ぼ
門
戶
麗
な
應
|は

使

用

ざ

れ

で

_

.

ぬ

ジ

ョ

ン

，
へ
ィ
の

〔

門

月

開

敖

&

言
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.
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.
ジ
ョ
ン
ニ
ネ
’の
1
門

戶

開

放

し

宣

言

H.
四

o
r

五
5
 

:
:
1翁
3

圍』

：内
に
於
て
ー
齒
の
國
设
の
通
商
及.び
航
海
吖
均
等
待
週
を
確
保
す
る
爲
め
、
娇
謂
門
戶
開
放
政
策
を
支
持
せ
む
こ
せ
を 

:

.

!■
云
：々」

高

記
.さ
水
て
：居
名O
C
M條
約
集
：

一

五
四
頁
參
照
せ
ら
れ
た
し：
}
.

K 3

:

へ
ィ
の
此
の
門
戶
開
放
宣
言
に
就
て
、
第
一
に
指
摘
さ
れ
な
く
て
ば
b
ら
ぬ
こ
と
は
、.
そ
れ
は
茜
だ「

般
的
な
要
求
に
止
ま
つ
て
居 

て
、
寧
ろ
消
極
的
の
意
味
を
持
つ
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
世
人
は
屢
々
此
の
宣
言
が
極
束
に
於
け
る
通
商
上
又 

は
產
槳
上
の
機
會
均
等
の
根
據
と
な
る
可
き
總
て
の
原
則
、
例
へ
ば
支
那
の
獨
立
及
び
行
政
的
保
全
の
如
き
も
の
を
包
含
し
て
居
る
か 

の
如
ぐ
解
釋
し
て
居
る
。
併
し
こ
れ
は
べ
ィ
の
宣
言
.の
茁
し
い
解
釋
で
は
な
い
。
勿
論
英
國
又
は
露
西
®
に
對
す
る
通
牒
に
於
て
は
、 

支
渺
の
，獨
立
保
金€>
•
維
榇
に
就
て
述
べb
れ
て
は
：居
る
が
、

，

此
事
が
宣
言
の
主
眼
點
で
は
な
抓
っ
たo
例
へ
ば
英
國
宛
通
牒
に
就
て
見 

て
も
V
此
點
：.に
關
し
て
は「

支
那
帝
國
の
霖
礎
の■
固
及
び
支
那
の
獨
立
保
全
の.維
持
の
搞
め
に
、
大
い
に
必
要
な
る
行
政
的
改
舉
を 

促
逆
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
京
に
於
け
る
列
國
の
協
同
行
動
を
逮
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
は
合
衆
國
の
希
望
す
る
所

」

で 

あ
る
と
曾
っ
で
.思
る
に
*
ま
る
。
0-
本
、
獨
逸
等
宛
の
通
牒
に
於
て
は
一
言
も
之
に
就
て
觸
れ
て
居
な
い
。
即
ち
此
宣
言
の
何
處
に
も 

突
那
の
領
土
の
保
全
は
積
極
的
に
交
持
さ
れ
て
は
居
な
い
の
で
あ
る
し
か
の
み
な
ら
ず
支
那
自
體
此
協
定
の
當
事
者
た
る
こ
と
か
ら 

除
外
.さ
れ
て
居
る
6)

■

之
に
反
し
、
縱
令
米
國
は
此
宣
言
に
於
て
各
國
の
勢
カ
範
圍
を
芷
式
に
承
認
し
て
は
居
ら
ぬ
と
し
て
も
、
政
策

0
實
施
に
當
つ
て
は> 

こ
れ
を
以
て
旣
宠
の
事
實
と
認
め• V

八
九
.九
年
に
於
け
る
是
等
の
勢
力
範
園
の
上
に
機#
均
等
を
維
持
せ
.ん
こ
と
を
求
め
て
居
る
の

.す
か
っ
.で
>*
而
も
]it
'
.の
機
會
办
等
す
ら
單
に
通
商
貿
易
上'の
；ぞ
.れ
.に
血
ま
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
ぃ
。
換
言
せ
'ば
此
の
勢
九
範
圍
内
に
於 

て
、
關
秘
、
船
舶
に
對
す
る
課
税
及
び
鐵
遒
遝
賃
を
各
國
平
等
に
す
可
し
と
い
ふ
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
放
に
支
那
の
領
土
保
全
か 

ら
言
へ
，ば
、
最
も
重
要
な
問
題
と
な
る#

き
各
國
の
投
資
活
動̂

就
て
は
、
前
記
の
條
項
か
ら
看
取
し
得
る
や
ぅ
に
、
列
國
の
獨
内
的 

地
位
をII

め「

勢
力職

！！

叉
は
粗
借
地
.^;
の
.…

投
資
事
業
に
如
何
な
る
方
法
に
ょ
っ
て
も
千
渉
せ
ざ
る
こ
と

」

と
言
ひ
、
且
っ
勢
力
脆 

に
列
龈
が
鎩
道
を
敷
！̂

管
现
34
-
呔
_

#
す
2>
こ
'と
を
容
認
1>
で
居
.る
の
で
あ
る
。

.

'
ゝ
へ
ィ
の
l

m
に
於
げ
^:
お
：の
消
極
性
O'
极
私
盹
臍
因
は
'

^
ら
ぐ
は
、
来
國
の
支
那
に
釙
ず
る
利
害
が
、
當
時
に
あ
り
て
は
未
だ
强 

大
啟
投
資
1

_
害
で
ゆ
な
<!
て
”
奪
ら
貿
易
關
係
ゼ
中
心
と'

f
'

る
產
業
的
利
害
で
あ
つ
た
と
い
ふ
點
に
、
求
め
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し 

て
斯
如
る
米
國Q

立
場
ば
何
ょ
り
も
张
づ
、
米
國
の
資
本
勢
力
が
亥
那
に
於
亡
列
强
把
對
峙
：し
得
る
程
强
大
で
な
か
っ
た
と
い
ふ
蕻
實 

に
依
#
し
■て
.居
.る
。
:モ
ー
"ス
の
次
の
言

i
r

常
時
の
；米
國
の
立
場
を
明
に
說
明
し
て
居
る
も
の
.と
考
へ
ら
れ
る
。
日

く

.

「

來
洋
に
於
け 

..る
立
場
に
か
ん
が.み
せ
、
米
®
政
府
は
.ニ
っ
0
政
策
の
中
何
れ
か
を
撰
ぶ
可
き■で
お
っ
た
。

一
は
依
然
と
し
て
孤
立
し
て
列
强
と
抗
爭 

ず
る
こ
と
、
併
し
此
場
合
に«
支
那
.に
有
ず
る
一
切
の
勢
力
を
失
ふ
危
險
が
あ
.つ
た
。.然
ら
ず
ん
ば
歐
羅
巴
列
强
と
の
，少
く
と
も
部
分 

的
協
定
の
政
策
に
立
歸
务
こ
：と
、
此
場
合
に
は
右
の
政
策
ぽ
列
强
(6
'政
策
に
對
し
て
一
の
牽
制
的.な
力
と
し
て
作
用
す
可
き
で
あ
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
政
府
ば
國
務
長
官
へ
ィ
の«
敏
な
©
導
の
下
.に
：後
^
を
撰
擇
し
た」

と
。
ハ
こ
ケ 

(

ニ

〕

. Morse.'and-Macnalv.;. FRr Eastern Intemado.nal

w

&
cr
-
i
.
S3M
.
.
P
，
442.

•ラ
ィ
.ン

グ
土
は
^
の
.如
く
㈣
•

て
©;
%■
A<
の5

^

は
1利
^

^

«の
制
度
を
：旣
茌
の
蕻«
さ
し
.て
認
め
た
^
い
ふ
事
せ
、
豸
那 

グ
ユ
ニ
ネ
の
フ
門̂

開
放
&

ホ

'
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ジ
-
シ
>
へ
：イ
の「

門
戸
開
.跃J.

拿

ン

:

5
八

(

ニ
.五
..四〕

.

t
於t:

る
機
會
均
等
の
政
策
を
吏
持
す
る
ミ
い
ふ
歐
羅
B
列
强
側
の
最
初
の
明a
な
宣
言
を
含
ん.で
©
る
ミ
い
ふ
點
に
於
て
重
要
で

/ 

敉
る
o
.此
點
に
就
て
國
際
的
意
風
の
發
表
を
得
だ
こ

^
ば
米
國
々
務
省
の
大
成
功
で
あ
つ
た

».
0

0
?
. 

s,Reinsch; World P
I
C
S

 

^
 

S
.
T
O
.
- 

? 

':,'

w
し
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
：門
戸
開
放
政
策
こ
そ
、
"芷
，に
.支
那
に
對
す
る
帝
國
主
義
活
動
：に
.於
て
一
步
立
遲
れ
た
米
厕
資
本
主
義
の
絕 

好
の
武
器
で
あ
.つ
.た
;0
.、吾
々
は
當
時
、.M

那
に
對
す
る
米
國
の：

利
書
が
主
と
し
て
貿
易
上
に
あ
つ.た
と
v>
ふ
事
を
指
摘
し
た
。
而
し
て 

比
の
訇
易
上
の
利
害
が
靑
に
旣
有
の
市
場
を
確
保
す
る
と
い
ふ
に
止
ま
ら
ず
、
今
や
國
內
に
於
て
成
就
；さ
れ
た

H

業
的
發
展
の
.た
め
に 

常
備
的
の
市
場
を
必
要
と
す
る
に
到
つ
た
と
い
ふ
事
實
に
基
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ヴ

.T
イ
ア
.レ
i

ト
の
述
べ
て
居
る
や
ぅ
に
、
フ
ィ 

リ
ッ
ピ
ン
の
仲
合
は
斯
か
る
意
味
に
於
て
へ
米
國
资
本
の
極
東
に
於
け
る
根
據
地
を
提
供
す
可
き
で
あ
つ
た
。

「

併
し
蓝
細
蓝
大
陸
侵
入 

の
領
土
的
极
據
地
と
し
て.の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
シ
は
、
當
然

〈

英
國

•日
：本
•怫
蘭
西
さ
へ
も
の
植
民
地
的
根
據
に
.匹
敵
す
る
こ
と
は
出
來
な 

か
つ
た
。
此
事
情
か
ら
門
戸
開
放
政
策
が
坐
れ
た
の
で
あ
'る

0

f

ゥ
ィ
リ
ア
ム

.
ズ

は

次
の
如
く
言
つ
て
居
る
。

「

米
國
の
坐
產
力
が 

增
大
し
、
外
國
市
場
に
於
け
る
壳
成
品
の
，競
寧
力
が
增
继
す
る
と
共
に
，

‘ア
'
:メ
9
力
合
衆
國
の
貿
易
政
策
は
非
常
に
變
化
し
た
。
相
亙 

原
則
、
特
權
及
び
最
惠
國
待
遇
の
狹
い
解
釋
は
放
棄
さ
れ
ノ
こ
れ
に
代
つ
て
世
界
市
場
に
於
け
る
機
會
均
等

Q

要
求
が
現
は
れ
た
。

」 

「

米
國
の
貿
易
に
對
す
る
差
別
的
待
遇
は
將
來
の
成
功
の
道
を
塞
ぐ
可
能
的
障
壁
と
見
做
さ
れ
、
.
均
等
主
義
が
最
も
格
好
な
鬪
爭
手
段 

と
し
て
選
ば
れ
た」

と(

i

o 

、
：

..

.

:

(

ニ
ー〕

エ
ヌ
、
チ
エ
レ
ン
チ
エ
プ.
赤
霡
の
見
た
.る
太
平
洋
爭
顔
戰
七
四
頁
。

(

一
三〕

WiUiams, Economic Foreign 

policy, of 

蒙

-a
, 

w

r.a
.>
§
3.
p p. 

2
6
5
.

チ
ェ
レ
ン
チ
エ
フ
、
前
揭
書
、
七
六
具
。

|
:戶
開
放
宣
言
に
就
て11
に
吾
々
の
注
目
す
可
き
點
は
、
斯
か
る
宣
言
を
促
し
た
米
國
の
對
支
貿
易
の
利
害
が
特
に
滿
洲
に
關
す
石

.

. 

.

も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る0
米
國
の
對
支
貿
易
關
係
が
第
十
九
後
半
に
於
て
如
何
に
發
展
し
た
か
に
就
て
は
先
に
表
を

.

.

.

. 

•

.

 

' 

; 

• 

*

以
て
之
を
示
し
た
。I

八
八
九
年
乃
至一

八
九
八
年
の
米
國
の
對
支
輸
出
額
は
六
ニ
、
ニ*7
\
九

、
九

八

.0
弗
で
あ
っ
て
、
其
の
八
七̂

は
綿
織
物
と
精
製
鑛
油
で
あ
っ
た
。

一
八
九
〇
年
か
ら
米
西
戰
©
'の
勃
發
迄
の
間
に
米
國
の
對
支
輸
出
は
三
倍
に
增
加
し
、
其
、の
結
银

..

..

.

 

-

 

-

 

-

 

- 

.

.

 

.

.

*

 .

 

■

 

'‘

j

八
九
八
年
迄
に
來
國
の
對
支
貿
易
總
額
は
露
西
煎
を
除
い
た
歐
羅
巴
大
.陸
全
體
の
そ
れ
と
等
し
き
額
に
達
し
た

へ
§

。

.(

一
四〕

Nearing; Dollar Diplomacy, p. 254.

斯
か
る
米
國
の
對
支
貿
易
に
於
て
、
滿
洲
は
如
何
な
る
地
侬
を
占
め
て
居
た
か
。
：
ー
九
〇
三
年
ま
で
滿
洲
に
於
け
る
唯

一

の
開
港
場

た
り
し
牛
莊
.の
輸
入
貿
易
に
就.て
見
る
士
、.次
.の
如
き
統
^
が
示
さ
れ
る
。

(

單
位
千
海
關
兩)

.

:
r

米
國
：

'年

.

I

八
九
四 

1
A九
，五
：
 

1

八
九
六 

1

八
九
七 

1

八
九
八
一 

1

A
九
九

.

總
額 

:
五
、
四
四
六 

二
三
、
三
八
ニ 

A
V
1五
七 

九
、0
五
八 

1
0
、

六11

七 

•VI1
、

八
四
五

英
國

H

四
四1 1

〇 

I

七 

.
:
1五 

1

九
六

香
m
:
l

.

.七
六
八
，
 

I
、

九
一
九 

1
、
六
1
四

n

一in 
八

,
,五丸

：！

一：
 

1
、
九
九
"
1

*
日
本
.
'

.

.
■
七
七 

三
六
〇 

f

四1| 

:

ー
ー
八
ひ 

■
芄
九
四 

1

、
七
一
ー
三

懸

|
す

|1
|
_ネ
1
纏

对

9

〇
四 

〇
6

1 

-
0
6
-

九111:

七
ぐ
四
ニ
！九
.

シ
•
へ
イ
の
フ£
戶
期
放
1.
!
宣
首

九
、J.Hali 

五
，〇
九in 

ニ

1
、

九
ニ
九 

'一11、

四
四
0 

1

七
、1

六
三 

l
u
r
i
A

八
、
 

W

七

0
A
I 一
一

〇
•
〇
〇
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〇
•
〇
〇
八

四
一
〇 

0
1
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ョ
ン
.
•
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^

戶
開
敢
し
宣
倉.. 

三
.八

(

ニ
..

1
九
0
〇

八

、
一
七1

，三
，

.仇
七1

1
、
§

九

證

四

四

•轰 

'
一
六
•
七

ニ

四1
H

 

ニ

.

I

1

1

1

1

1

1

K

J

 

丨

翁
の
r

n-
l
に
よ
る
^

米
國
の
箬
支
艮
易
-f
c
於
け
る
撒
汧
貿
易0-
地
位
ば
特
に
甚
だ
靈
歡
で
あ
っ
た
と
は
見
ぇ
ぬ
.。
併
し
米
國
が
特

* 

J 

. 

5 

ベ

；

.

.
- 

.

. 

.

. 

-

忙
滿
洲
忙
關
心
を
持
っ
，た.の
は
、
贸
易
現
勢
の
重
要
性
よ
り
も
、
，其
の
發
M
の
傾
向
即
ち
將
來
の
發
展
の
可
能
性
に
多
大
の
希
望
を
っ

. 

• 

... 

■ 

•

 

• 

. 

• 

-

為》

龙
か
ら
で
あ
っ
た
と
見.る
'の
が
正
し
い
解
釋
で.枕
愈
い
か
と
思
，ふ0
後
苹
米
國
が
資
本
投
卞
市
場
を
支
那
忆
求
む
る
に
及
ん
で
、

师
び
特
：に
滿
洲
に
關
心
を
持
っ
た
の
も
同
機
の
理
El
i
か
ら
で
あ
つ
た
,0
來
國
は
英
•
佛
等
の
歐
羅
巴
列
强
が
旣
に
强
固
な
る
地
盤
を
夫

.

.

.

 

.....
 

...

..

撒
し
て
居
た
支
那
の
其
等
の
領
域
に
於
て
郇
ふ
よ
り
は
、
：

.帝
國
牛
：義
的
勢
力
關
係
に
於
て
比
較
的
抵
抗
力
の
微
弱
で
：あ
る
と
思
は
れ
た 

滿
洲
に
.
CFI
:
!な
る
發
展
の
途
を
求
め
ん
と
し
た'の
で
あ
る
0

:
.
.
.

だ
が
、滿
洲
へ
の
此
の
關
心
は
當
然
露
西S5
の
南
下
政
策
の
腿
力
に
遭.遇
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
佛
蘭
西
の
金
融
資
本
を
背
景
と
し
、
 

且
っ
ッ
ァ
ー
の
雄
制
中
：義
と
結
合
し
た
露
西
龃
の
侵
略
的
帝
國
主
義
は
、
日
淸
戰
役
の
，三
國
干
渉
を
轉
期
と
し
て
、
確
固
た
る
勢
力
を

滿
洲
に
扶
植
す
る
に
至
つ
た
。
露
西•醫

滿

洲

に

於

け

る

鐵

霊

設

、
同

地

方

へ

の

藤

霞.送
■及
び
旅
順
港
の
要
寒
化
等
に
よ
っ
て
、

■

 

.
•

 

•

 

-

 

.

 

一.
. >

 

.

 
.

 

......
 

•

 

,

こ
れ
を
永
久
的
に
占
領
せ
ん
と
す
る
意
圖
を
明
か
にし、
從
っ
て
菇
等
の：
地
方
に
於
け
る
各
國
の
經
濟
的
利
害
を
極
度
に
.脅
か
す
に
至 

っ
た
。
1
£し
て
此
事
が
贸
^
卜
#
大
の
利
害
を
有
す
る
に
至
っ
た
來
國
に
と
っ
て
、
4
1-
心
た
り
得
な
か
っ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

此
の
觀
點
か
ら
す
れ
ば
、
泶
國
が
門
戸
開
放
の
響
に
よ
っ
て
な
し
た
_

へ
の
抗
議
は
、
就
中
露
西
龃
に
学
る
抗
議
で
あ
っ
た 

と
い
ふ
見
解
も
ー
應
酋
肯
さ
れ
る
。
米
國
は
露
西
取
に
對
す
る
遞
牒
に
於
て
、
其
の
領
土
的
野
心
杧
對
し
て
特
に
.警
齿
的
の
意
味
を
含

め
て
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。

「

右

政

策(

上
揭
2
1
1條
頌)

に
關
す
る
露
西
，董
帝

陛

下

の

宣

言

は

、
支
那
に
於
け
る
外
國
贸
易
に
對 

し
、
大
に
资
す
る
も
：の
な.る
の
み
な
ら
ず
、
列
國
閗
の
税
礫
及
び
可
能
的
紛
爭
の
危
險
な
る
原
西
を

I

掃
す
る
に
與
o
て
大
い
に
力
あ 

る
も
の
で
あ
.る
？
叉
赏
言
は
、
更
に
信
用
と
安
全
と
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
.支
那
带
國
の
鞏
固
及
び
保
全
の
爲
め
に
根
木
的 

に
必
要
I

支
那
國
行
政
の
改
革
に
關
し
、
條
約
國
が
支
那
阈
皇
帝
陛
下
に
對
し
將
來
爲
す
こ
と
あ
る
べ
き
.協
同
描
言
を
一
鳘
耍
な 

ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
右
支
那
帝
國
の
.棠
固
及
.安
全
'は
、
露
西
亜
國
皇
帝
陛
下
猛
細
苑
に
於
け
る
政
策
の
根
本
的
原
則
た 

る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る

」

.と
。2
五〕

a

s

支
那
關
係
條
約
集
 

ー.
.
'
5
賣

^
る
.に
右
の
通
牒
に
對
す
る
露
西
取
の
囘
答
は
次0
如
き
«
尤
瞹
味
な
る
.も
の
で
あ
つ
た
。'日

く「

-
露
西
蓝
國
が
支
那
國
よ
り

租
ft
.b
た
る
地
域
に
關
す
る
限
り
、
帝
國
政
府
は
旣
に「

ダ
ル
一
一
ーJC

大
連
灣)

を
自
咁
港
と
實
言
し
た
る
こ
と
に
.依
り『

1:
戶
開
放』  

政
策
に
從
は
む
'と
す
る
確
乎
た
る
意
思
を
表
明
し
た
。
且
つ
將
來
に
於
て
該
潘
が
假
令
其
れ
自
體
は
自
*
港
た
る
とg

、

關
稅
區
劃
に 

よ
o
當
該
地
域
の
他
の
地
方
よ
り
隔
離
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
關
稅
地
帶
に
於
て
.は
、
關
税
は
一
切
の
外
國
貿
為
に
對
：し
其
の
國
籍
の 

區
別
を
問
ば
ず
微
收
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
0
支
那
政
府
に
よ
り
外
國
貿
易
に
對
し
現
，に
開
放
.せ
ら
れ
又
は
將
來
開
放
せ
ら
る
べ
き 

喁
に
し
て
、.：

露
西
亜
租
借
地
外
に
在
る
も
の
に
■
し
て
は
、
0
0
0
の解決は支那國の

^
す
と
こ
ろ
に
風
す
る
も
の
に
し
て
、
 

帝
國
政
府
'̂
他
國
人
を
排
除
し
て
诌
國
臣
民
の
.み
把
對
.1
.何
等
か
：..の特
權
を
要
求
す
る
0
意
思
■は
毫
も
：
'ない
。ノ
尤
も
帝
國
政
府
Co
.右
の 

閑
癉
は
、
同
欉
の
宜
言
が
支
邨
：に
利
害
關
係
を
有
す
る
他
國
に
依
り
爲
さ
る
i
こ
と
.を
條
件
と
し
て
與
ベ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る」

と
。

ジ
ョ
'シ
ニ
ィ
：の.

「I:

戸
開
放
：.

J

譬
 

三
九
.(

ニ
五
七)
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ジ
9
シ
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-へ
ィ
の
砖
戸
開
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宣
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■

0
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k
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六11

貧
參
®

，

; ;
>

:

.露

靈

：以
外
0
國
は
、
：伊
太
利
の
盤
篠
件
賛
成.-
^
別
：と
^
て
縛
て
、7他
0
國
が
黉
減 

る
と
い
ふ
意
味
の 

一：
 

囘
答
を
與
へ
そ
居
る
の.に
、
.
ー
#
問
題
と
.な
る
可
き
露
西
蓝P

囘

答

：は

、
；右

0

如
_乂
、
.甚
だ
老
獪
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
來
國
の
擧
げ 

I 

，た
る
條
項
中
唯
關
我
に
就
て
の
み
答
べ.て
、
他
の
問
題
に.は
一
言
も
觸
れ
ず
、
而
も
租
借
地
に
就
て
は
ダ
ル

1
1
1

の
自
由
塗
#

ロ
を
以 

| 

て
一
切
が
解
決
さ
れ
た
る
が
如
き
：口
吻
を
波
し
て
居
る
の
で
あ
る

.o
;此
の
露
西
®i

の
態
度
は
、
明
に
滿
洲
に
關
す
る
限
り
門
戸
開
放
に 

1
.

.

不
同
意
で
あ
る
事
を
表
明
し
た
も.の
.で
あ
.つ
た
。
併
し
米
國
は
そ
れ
に
は
頓
着
せ
ず
、

一
九
〇
〇
年
三
月
、
前
記
六
筒
國
に
對
し
、
六 

I 

筒
國
の
賛
成
を
以
て「

最
終
的
且
つ
確
定
的
の
も
：の
，と
認
む
る

」

旨
宣
言
を
發
し
た0

へ
.ィ
の
宣
言
に
於
け
る
意
味
で
の
門
戶
開
放
原

I

I 

則
は
斯
く
て
1
九
'0
〇
年
三
月
以
來
確
立
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

!

.'

.六

I 

右
述
の
如
く
1
1戶
開
放
宣
言
の
.動
機
は
、
縱
令
摩
ら
米
國
の
經
濟
的
利
害
に
恶
く
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
表
面
上
は

支
那
に
於
け
る
列
强
の
棑
他
的
獨
卓
乂.配
に
對
す
る
抗
議
で
あ
つ.た
か
ら
、
.其
の
限
り
に
於
て
：ー.見
甚
だ
平
和
主
義
的
で
あ
り0 .
つ
支

、
 

■

那
に
對
し
て
箸
し
く
友

M

的
且
つ
親
和
的
の
政
策
で
あ
つ
た
や
ぅ
に
見
ぇ
る
。
併
し
闵
戶
開
放
宣
言
の
最
も
重
要
な
る
意
義
は
先
に
も 

‘

指
摘
し
た
や
ぅ
に
、
そ
れ
が
支
那
に
對
す
る
米
國
の
絕
好
.の
带
國
主
義
的
武
器
で
あ
つ
た
と.い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
點
に
ヘ
ィ
の
門
戶

.駿

_

が

四

盂

代

の

門

戶

罌

と
_

的
£

っ
て
居
る
の
で
I

、
，又

造

基

？

ず
し
て
は
、
鐘

ヵ

關

係

に

. 

h於
け
る
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
地
位
を
充
分
に
認
識
し
得
な
い
.で
あ
&
う

.0
'

.吾
々
は
先
に
第
十
九
世
紀
宋
に
向
っ
て
の
來
國
资
本
主
義
の
辟
_
が
>
歐
羅
巴
諧
列
强
の
ぞ
れ
と
比
べ
て
ヤ
\
異
な
る
方
逾
を
胍
り 

っ
、
あ
っ
た
と
い
ふ
點
を
指
摘
し
た
。
此
事
が
帝
國
主
義
列
强
の
世
1
領
土
分
割
戰
に
當
っ
て
米
國
の
立
遲
れの
原
因
をな
し
た
も
の 

で
あ
っ
た
0
然
る
に
第
十
九
li
t
'紀
の
終
末
に
當
っ
：て
、
米
國
も
亦
布
哇
の
併
合
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
鳥
其
他
の
西
玴
牙
領
即
ち
キ

ュ

ー 

バ
、
ポ
ル
ト
リ
コ
、
グ
ァ
ム

等
.の
獲
得
に
ょ
つ
て
带
國
主
義
的
な
領
土
獲
得
の
競
.爭
に
參
加
し
た
:0
而
し
て
漸
く
其
の
强
大
を
加
へ
る 

-に
至
っ
た
米
國
赘
本
主
義
勢
力.が
、
太
平
洋
上
の
是
等
の
領
有
地
を
足
歡
と
し
て
、
其
發
展
の
領
域
を
東
洋
の
市
場
特
に
支
那
に
求
め 

る
.に
至
っ
た
と
いふ

こ

と
- %

亦
旣
に
吾
.々
の
觀
诹
し
來
.っ
た
所
：で
あ
.る
0
、，然
.る
に
米
國
が
遲
れ
て
交
那
市
場
に
對
し
て
帝
國
主
義
的

^

 

關
心
を
持
っ
'に
到
っ
た
時
1
に
於
て
は
、
旣
.に
支
那
：に
於
：け
る
歐
羅
巴
列
强
及
び
日
本
の
.：地
位
は
难
固
た
る
も
の
で
あ0
て
、
容
易
に
新 

な
る
勢
力
の
.介
入
を
許
さ
な
か
つ
たo
:此
事
情
が
アメ
リ

ヵ

帝

國

主

義

め

極

來

政

策

を

し

：て

>
 

著
し
く
他
國
と
異
な
れ
る
方
向
を
と
ら 

し
め
た
の
2

る
？
其
S

な
れ
る
方
向
と
はf

n
戶
開
放
の
政
策
に
ょ
る
資
本
侵
略
のt

來
つ
龙
如
く
、
支
那
に
於
け
る
國
際
的
軋
礫
を
突
除
す
る
方
策
と
し
て
、
宜
し
く
列
國
を
し
て
門
戸
開
放

•
機
會
均
等
.把
依
ら
し
む
可 

し
と
5
ふ
に
あ
っ
た0
.
.
併
し
實
を
言
へ
ぱ
、

：

旣
に
：支
那
の.全
領
域
に
耳
っ.て
張
り
め
ぐ
ち
さ
れ
て
居
る
所
の
列
强
資
本
主
義
の
.獨
占
的 

支
配
.を
-
除
し
て
、
来
國
資
本0
活
動
-.
(
0顧
地
を
與
ふ
可
し
と
の
：要
求
に
他
な
ら
念
か
り
次
の
で
あ
：る

0

.'

.ノ 

一

..

;

そ
れ
は
實
に
平
和
：•

.1
E
義
.
•友
愛
等
の
假
茴
の̂

に
、
_.
.武
那
に
於
け
る
利
權
の
獲
得
を
金
て
た
所
の
：ア
メ
リ
ヵ
帝
國
主
_

の
港
獪
な 

手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
か
に
一
の
^

_
で
.あ
0
た
。
併
し
縱
令
そ
れ
が
僞
瞞
で
あ
る
とし
て
も
、

〔

苟
く

も「

文
明
國」

た 

る

も

の

は
,'
如
何
な
：る
場
合'で
あ
^.
て
も
所
謂
國
際
的:2
丁
和
や
芷
:»
裳
爭
す
可
き
味
實
を
持
た
な
い
の
で
あ
る:0
而
し
て
斯
か
る

ジ
ー>r.

へ
ィ
の
門
一
戶
開
放.

i

w

, 

ST1

:'. 

(

ニ
五
九〕



ジ R 

x
r 

へ
ィ
の
ー
門
戸
開

.I

k

w

'

.

'

'

.

f

'.
一
四 
ニ 

(

ニ 
六 3

':
.

手
段
に
よ
：る
烫
那
進
出
こ
そ
、
歐
羅
巴
諸
國
.

に
；：：、

一

步

を

先

ん

じ

ら

れ

た

來

國

濟

本

、
謹

に

一

と

，
っ

て

は

、
淺

さ

れ

た

空

の

道

で

あ

っ

た

と
 

言
は
な
く
て
は
な
る
ま
い
。.一
見
平
和
的
な
門
戸
開
放
政
策
が
、
米
國
資
本
、王
義
に
と
'0
て
何
よ
1

絕
好
の
带
國
主
義
的
®
略
の
武 

器

と

な

っ

た

理
.

S
は
此
點
fo
憲

9

来
人
プ
4
丨

ル

ぶ

米
_

門
_
開
放
政
策
を
次
：の
如
く
猶
べ
て
居
る0

「

支
那
の
領
土
又
は
行
攻 

土
の
保
全
の
維
持
は
ぃ
其
れ
自
體
何
等
道
德
狗
目
的
を
有
す
る
も
や
で
は
な
く
、
合
衆
德
が
吏
那
截
易
の
足
場
を
獲
得
し
維
持
す
る
た 

め

の

，
唯

一

の

手

段

に

過

ぎ

.な
か
っ
太
。
<*

國
は
未
だ
嘗
て
她
の
諸
國
が
吏
那
に
於
て
得.た
諸
權
益
を
讓
渡
せ
よ
と
提
言
し
た
琪
は
，な 

力
つ
た
。
合
集
陸
^
吼
他
の
列
强
が
よ̂:̂
以
上
支
那
を
儍
赂
す
る
こ
と̂
瓦
對
し
た
忙
過
ぎ
ぬ9
合
衆
國
は
常
に
現
狀
維
持
を
默
認
す 

る
も
の
で
あ
っ
た
が、'

 

時
と
し
て
は
他
國
の
支
那
に
對
す
石
侵
略
政
策
を
是
認
す
る
で
^
す
ら
あ
っ
た」

とC
M
O
O

米
國
は
池
國
の
嗜 

權
益
.の
讓
渡
を
要
求
し
な
か
っ
た
が
、
他
國
や
保
有
す
る
と
同
等
の
權
益
を
支
那
忆
要
求
し
た

-0
.
又

時

と

'
し

て

米

國

は

他

國

の

侵

济

政
 

策

を

是

認
-1
>た
と
心
て
务
、
そ
れ
は
共
の_

と
同
欉
の
刺
益
.が
米
_國
疋
^
均
霑
す
る
.
と

い

ふ

條

件

の

下

に

，於

て

\:
'
あ
っ
た
0
セ
^

こ

 ̂

こ
そ
實
に
帝
國
主
義
的
手
段
と:1
.
,て
.の
.門
戶
開
放
及
び
機
會.均
等
政
策
の
意
味
す
る
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
支
那
に
於
け
る
來
國
の 

帝
國
生
義
的
活
動
が•厘
々
國
際
的
協
宛.を
邀
礎
と
し
て
居
る
理
凼
は
斯
か
る
事
情
忙
基
い
て
居
る
0 

(
1

六)
Frederick: 

V. Field; American Participation in the China Consortiums. 1
9
3
1
.

d. 3
，

(

一
七)

.

.夕
ラ
ィ
ドrg 
く

-.
合
衆
國
は
欲
せ
ざ
る
支
那
か
ら
强
要
し
た
譲
炎
に
醫
し
な
い
。
併
し
最
惠
醫
款
に
よ
り
他
國
が
證
せ
る
讓 

弗
を
享
受
す
る
に
咨
で
な

W
。

彼
は
カ
ツ
シ
ン
グ
の

1.

八
四
四
牢
の
.條
約
に
於
け
る
米
國
の
政
策
を
論
じ
た
一
句
の
直 

後
_

属
に
續
平
和
の
裡
に
支
那
に'

I

込
み
、

1
つ
謹
軍
の
勝
利
に
よ
り
大
い
に
利
益
を
■

る
合
證
の
役
割
編
々
し

’ 

く
は
な
い
が
願
る
街
利
に
始
ま
っ
た

」

ミ
い
ふ
の
を
引
用
し
、
此
の
言
棄
が
其
後
の
米
國
の
對
支
政
策
に
そ
の
儘
當
て
嵌
ま
ら
な
い 

さ
し
て
も
、
尙
驻
だ
よ
く
米
國
の
政
策
を
言
ひ
現
は
し
て
唐
る
こ

W

を
指
摘
し
て
居
るo

H
h
e

 o
p
e
n

 
Door, 

Fadfic 

Affairs, September 1
9
3
0
.

®
s!
i
昭
和
五
年
十
一
月
號V
.

.帝
國
主
義
的
侵
略
は5

翕

的

に

武

力

的

れ

鏡

政

策

をM
伴
す
る
と
し
て
も"
.拿

し

も

常

に

武

力

議

的
.の
■

を
と
っ
て 

1
は
れ
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
事
を
蒂
々
は
記
憶
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
，。
此
意
味
に
於
て
米
國
の
支
那
に
對
す
る
；門
戸
^
;
放
政
策
は 

.そ
ル
が
外
見
平
和
的
で
あ
る
が
故
に
、
帝
國
主
義
的
.の
政
策
'で
は
な
か
っ
た
七
い
ふ
抗
辯
は
成
立
た
な
い
。
米
國
は
へ
ィ
の
宣
言
以
來 

比
政
策
の
巧
み
な
る
運
州
に
よ
っ
て
、
现
在
猶
架
に
於
付
る
最
も
優
勢
な
.る
一
の
帝
國
主
義
的
勢
力
と
な
る
襄
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

又
旣
.に
吾
々
.は
、

へ
ィ
の
宣
言
に
於
け
る
門
戶
開
放
主
義
が
、
未
だ
其
の
適
用
の
脆
圍
に
於
て
■

制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
寧
ろ 

消
極
的
の
も
の
で
あ
っ
た.と
い
ふ
こ
と
、
而
し
て
此
事
實
は
、
他
の
列
强
の
勢
カ
に
對
す
る
當
時
の
靈
の
極
來
に
於
け
る
カ
關
係
を 

，反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い■ふ
事
を
指
摘
し
た
。
だ
が
へ
ィ
の
門
戶
開
放
宣
言
が
専
ら
來
國
の
貿
易
上
の
利
害
に
蕋
い
て
居
た
と
い 

ふ
こ
と
を
以
て
、
屢
々
論
ぜ
ら
れ
る
や
ぅ
に
、
極
f

 
.
對
す
る
米
國
の
活
動
が
政
治
的
で
な
く
て
奪
ら
商
業
的
•
經
濟
的
で
あ
っ
た
と 

斷
言
す
る
の
.は
無
意
味
で
あ
る0

H
戸
間
放
の
宣
言
.に
於
け
る
來
國
の
活
動
は
經
濟
的
で
あ
っ
た
と
と
も
に
又
明
か
忆
政
治
的
で
あ
っ 

た
。「

商
業
的
利
害
と
政
治
的
利
害
の
境
界
線
が
如
何
：

.に
論
議
さ
れ
や
ぅ
と
も.：.
'
:
.
來
國
政
嘯
が
事
實
上
支
那
の
主
權
に
影
響：I

 

可
含
條
約
上
の
獺
利
を
行
使
せ
る
双
上
、
叉
此
の
意
味
：に
於
て
、

.少
く
と
も
政
策
被
政
：治
的
で
あ
る
事.は
否
み
得
な
い」

と
い
ふ
ク
ラ 

ィ
•ド

の

言

罨

で

あ

る

。
IM
し
て
又
此
の
政
治
的
霧
と
結
び
付
い
て
居
る
所
の
貿
易
上
め
利
寄
は
、
軍
な
る
商
業
的
利
益
セ
は
な 

タ
';
9
ソ
ニ
ィ
^
|
:

(

戶
|
£放
4宣
|
2 

S
 

,

(

一
一
ブ
W



:

,:
v

*

w
ィ
の
：

r

門
戶
開
放」

著

'

四

四

2

六
5

'

V
て
、へ，
先
に
見
た
や
ぅ
に
、そ
れ
が
泶
國
fc
於
け
；る
異
常
な
生
適
力
の
發
展
は
恶
礎
を■

.

く

所
：の
离
度
資
本
主
義的
利

害

で

あ

っ

た

と

 

い
ふ
こ
とを
忘
却
し
.て
は
な
ら
ぬ
0ノ
植
民
地
的
市
場
の..獲
得
.に
响
ふ
經
濟
的
進
渾>
半
植
民
她
的
國
家
に
對
す
る
政
治
的
干
渉
と
は
、 

單

一
の
對
外
政
策
に
於
け
る
兩
面
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
.は
羅
竟
ァ
メ
リ
力
帝
國
主
義
の
活
動
以
外
の
：何
も
の
で
も
な
か
つ
た

o

此
活
動 

が
米
國
の
金
副
資
本
的
勢
力
の
堦
大
に
っ
れ
、從
っ
て
.又
支
那
が
.米
國
に
：よ
つ
て
時
に
業
投
下
市
場
と
し
て
着
目
さ
る
、
に
到
っ
C
、 

如
何
に
强
化
せ
ら
れ
た
か
と
いふ
こ
.と
、
そ
れ
に
.應
じ
て
米
國
の.門
戶
開
放0
原
則
が
如
何
に
積
極
的
に
發
睃
せ
し
め.ら
れ
た
か
は
、 

爾
後
の
歷
史
の
示
し
て
居
る所
で
あ
る
。

'

.
:

七

-

へ
ィ
の
門
戶
開
放
の
原
則
は
支
那
に
於‘て
直
接
如
何
に
適
用
さ
れ
た
か
？.

.

吾
々
'は
へ
ィ
の
宣
言
に
於
て
主
と
し
て
直
接
對
象
と
さ
れ
た
も
の
が
、
，

.露
西
瓯
の
滿
洲
侵
略
の
活
動.で
あ
つ
た
と
.と
を
見
た
0.
此
理 

由
に
よ
つ
て
、
右
の
宣
言
は
、
當
時
露
西
诞
の
南
下
政
策
を
極
力
阻
ま
ん

i

し
つ
ふ
あ
：つ
た
英
國
に
よ.つ
て
支
持
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る9 

1

1九
〇
〇
年
の
團
匪
鄭
件
に
際
し
て
、
米
國
は
英
-

•

俳
‘
露

•
獨
.
•白
の
諸
國
に
同
文
通
牒.(

七
月
三
日
S

を
^
つ
て
H
戶
開
放
主 

_
を
洱
度
高
調
し
V
列
國
は
共
同
し
.て

「

亥
那
に
恒
久
の
安
金
と
平
和
を
招
來
し
、
支
那
の
領
土
的
.
•行
政
.的
‘實
體
を
保
全
.し
、
條
約 

及
び
國
際
法
に
よ
つ
て
友
好
諸
國
に
保
障
さ
る
' >

1
切
の
猶
利
を
擁
護
し
、
且
つ
世
界
に
對
し
て
支
那
帝
國
の
凡
ゆ
る
部
分
と
の
平 

等
、
公
平
な
る
通
商
原
則
を
擁
護
ず
可
きI

J

.を
促
し
て
居
る
0
5
0
_右
の
年
等
原
則
は
稗
び
列»
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
、
斯
く
て. 

S
Z

戶
開
放
主
義
は
形
式
上
各
國
に
よ
つ
て
承
認
せ
ら
れ
た
の
：で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
事
實
.上
滿
洲
に

■對
す
る
露
西
瓯
の■

な
る
侵
略
政
策
を
玫
棄
せ
し
む
る
カ
と
は
な^.
な
か
つ
た
0
露
西
龃
は
お
0 .
團
匪
事
件
に
乘
じ
て
牛
莊
を
占
領
す
る
と
典
に
滿
洲
に
對 

す
る
軍
事
的
支
配
を
確
立
し
た
。
更
に
同
年
露
配
蓝
は
東
支
鐵
道
.を
開
通
し
、a ：
つ
鑛
山
、
鐵
道
其
他
の
炎
業
の
金
融
の
た
め
に
優
先
權 

を
持
0
所

の

露

支

銀

行

氣
¥

み
こ
と
に
ょ
つ
て
、
滿
洲
ー
體
に
於
け
る
經
澈
的
^'
力
を
更
に
一
層
强
化
し
た。
' 
一
九o

 
ニ
年
一
一
月 

:の
露
支
密
約
に
於
て
は4
支
那
國
は
北
郜
支
那
の
諸
省
に
於
け
る
陸
軍
又
は
梅
軍
の
.敎
r
と
し
て
露
西
蓝
人
以
外
の
外
國
人
を
雇
聘
せ 

'
ざ
る
こ
と」(

第
六
條)

.及

び「

支
那
國
は
、
露
西
亜
國
の
承
諸
を
得
ず
じ
て
、
他
國
叉
は
他
國
民
に
對
し
滿
洲

«
蒙
十
14
又
は
新
疆
に
於 

'け
る
鑛
山
又
は
其
他Q

利

權

を

讓

渡

ず

，
る

を

得

^

、
.叉

右

地

方

.に
_

道

を

敷

設

す

谷

を

得

ざ

る

こ
'と
、
牛
莊
を
除
き
右
地
方
に
於
て
は

他
國
民
に
對
し
.何
等
の
祖
俾
叉
は
利
權
許
興
を.な
す
を
得
ざ
る
と
と」(

第
八
修〉

等
の
倐
項
に
ょ
.つ
て
、
露
西
逋
は
明
か
に
登
等
の
領

.
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掲
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關
係
條
約
集
四 

<
1賣
參
照
。
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'ン〉

.
じ 

.

？

•

:

叙

上

の

經

濟

的

利

權

：を

與

へ

.ら

れ

た

露

支

銀

行

の

設

立

の

後

.:
-そ
の
姉
妹
銀
行
が
露
西
菔
の
石
油
や
砂
糖
を
販
寶
す
る
た
め
に
設 

,

.

.■
立
さ
れ
た
^
露
西
眠
の
貿
^

密
が
至
る
所
に
橫
行
し
、

——

露
西
亜
.の
資
本
家
達
は
鑛
山
の
採
掘
開
始
や

H

場
の
建
葳
等
に
忙
殺 

•'
'
お
れ
て
居
た
。齓©;
菔
の
貿
易
槳
輿
達
ぬ
、
茭
那'に
鄴
す
る
孖
油
の_
入
に
關
し
で
特
竦
的
な
联
扱
ひ
钇
受
げ
る
ご
ミ
\
&'
つ
た——

 

即
ち
：>
そ
(7
>
石
油
は
關
税
な
し
で
轍
人
さ.れ
た
。
其
の
結
果
、
牛
莊
に
於
け
る
米
國
の
燈
用
石
油
販
賢
高
は
、

1

九
◦

一
 

牢
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三
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士
七
寓
ー
羊
ガ
ロ
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ン
..か

ら

1
灰
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グ
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ン

ィ
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の
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戶
開
狀
&-
#
:

.

m -
六

、
，

|

六

四

)

.

'從
來
米
國
人
か
ら
供
給
さ
れ
て
居
た
所
の
支
那
の
：市
場
を
占
有

1>
た
0」(

プ

レ

？
，ブ

ス

，
リ
ー
グ
；
近

代

带

國

_

| 

' 

|七
箄
頁
>
.'-
'
:
.
.
.
. 

:

ン 

广 

ニ 

' 

. . 

:::, 

.

.

..

.
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:

::

'
■
昼
の
斯
か
る
活
動
ば
米
國
の
到
底
默
認
し#.
各
所
で
比
な
か
づ
た;-
.0
'ブ
教
ー
，
$

發

し

て

、

右

.の

如

き

勢

カ

跑

1 1
1

.

;

の
.設
定
は
門
戶
開
放
の
原
則.に
反
す
る
旨
瞥
吿
し
た0
此
0
通
牒
は
同
時
に
日
ャ
英.
蜀

*
郇
“
塊

. 

I: 

餅

•
：

和

•
西
等
の
諸
國
I

交
付
さ
れ
：た
o
こ
れ
は
米
國
が
|
1戶
開
放
の
宣
言
を
公
に
適
用
せ
ん
と
し
た
最
初
の
幾
專
：あ
つ
た
0
出 

.1 

證

牒

焚

略

次

の

如

き

ち

零

茗

た

。

「

支
那
が
如
何
な
る
商
賓

§

社

湯

す

る
I

問
は
ず
、
滿
洲
に
於
け
る
鑛"
•響

、
儎 

j 

_

設
典
他
t

ゅ
る
方
法
の
工
業
的
發
展
に
醞
す
る
排S

權

利

及

び

特

權

墓

渡
す
る
契
紈
ば

」

他
國
と
支
那
と
の
間
の
條
約
の 

; 

諸
條
文
と
紙
觸
す
る
。
そ
れ
は

「

矣

晶
な
る
貿
易
.を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
米
國
々
民
：の
諸
權
利
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
支
那 

j 

の
主
權
を
使
害
し
、
支
那
の
國
際
義
淡
遂
行
の
能
力
を
減
殺
ず
る

」

も
の
.で
あ
る
。「

そ
の
必
然
的
結
艰
は
、

(

支
那)

帝
國
の
領
土
內
に
於 

一
 

け
る
賛
易
"
航
海
及
ぴ
商
業
に
關
す
る
凡
ゅ
る
國
民
の
絕
對
的
书
等
待
遇
0
政
策
の
完
全
な
る
破
滅
と
な
ら
、ね
ぱ
な
ら
ぬ
0」「

他

方

に

於
 

一
 

て
、

一
國
が
自
國
々
籍
の
讓
機
關
の
た
め
に
排
他
的
特
權
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
醫

馨

國

外

務

大

臣

が

我

馨

荀

し

て

■
 々

. 

霊

し

た

所Q
、

帝
國
政
府
は
合
衆
國
驚

に

よ
？
1

せ
ら
れ
、
且
っ
支

那

窗

に

磐

的
利
益
を
持
っ
一
切

Q

•條
約
國
に
よ
っ

て
承11,4

せ
ら
れ
た
る
支
那M

於
け
る
門
戶
！

I
、

放Q

政
策Q

遂
行Q

意
圖
を
も
っ
と
い
ふ
保
證
と
录
盾
す
石
も

Q

で
あ
る
。」(

ニ
0〕

I 

3

0)

前
—

證
の
對
支
經
濟
政
策' 
四
五
頁
"Overlach; op. cit. p. 2

0
1
.

•

鳌

は

右

Q

f

、

p
開
放
の
原
則H

よ
？

、
他
國Q

支

那

运

け

る

勢

力

證
s

張
を
防
.
^
し
乍
ら
.
他
方
支
那
を
自
國

(0
*
靳
品
|1
1
-場
と
し
て
益
々
秈
用
ず
今
こ
と
を
象
ら
な
如
つ
た
0
:米
國
设
滿
洲
に
齡
ず
る
露•西
！

S
.
S
.

侵
略
に
對
し
て
厳
重に
抗
議
し
乍
ら
、 

一
九
〇
三
年
の
米
支
間
の
通
商
關
係
擴
張
に
關
す
る
條
約
に
於
て
、
新
に
奉
天
と
安
束
と
を

--
.
:
國
際
的
思
住
及
び
貿
易
の
場
所
と
し
て 

開
放」

す
る
こ
と
を
約
せ
し
め
て
居
る
。
茲
に
米
國
の
門
戶
開
放
主
義
の
秘
密
が
あ
る
。
'來
國
が
門
戸
間
放
に
藉
口
し
て
屢
々
揭
ぐ
る 

所
の
支
那
の
領
土
及
び
行
政
上
の
保
全
の
如
き
も
、
他
の
列
强
が
排
他
獨

«L
i
的
に
之
を
犯
ず
こi

に
對
す
る
.抗
議
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ 

つ
て
、
決
し
.て
自
國
が
他
國
と
共
に
共
同
的
に
干
渉
す
る
こ
と
に
對
す
る
保
障
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
徹
頭
徹
尾
米
國
資
本
の
利
寄 

を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
支
那
自
體
の.利
害
に
塞
く
も
の.で
は
な
か
つ
た
6
此
の
門
戶
關
放
の
原g

に
依
據
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
帝 

國
主
義
O '

支
那
に
於
け
る
活
動
は
、
常
fc
獨
占
的
•
侵
略
的
'で
あ
る
との
.
識
り

，を
免
れ
得
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
後
に
國
際
借
款
團 

や
滿
鐵
和
立
案
に
於
て
見
ら
れ
る
や
ぅ
に
、
丽
し
て
叉
，最
.近
.の
事
變
に
際
じ
て
米
國
，の
立
場
が
示
し
て
居
る
や
ぅ
に
、
そ
れ
は
屢
々
國 

際
帝
國
主
義6

共
同
活
軌
を
必
要
と.し
、，
此
の
共
同
活
動
に
め
て
 
'へ
ゲ
モ
ー
一
ー

を

®

る

と

W

ふ
方
策
を
撰
ん
だ
の
で
ある
。

'

八

パ

：

. 

.

日
露
戰
爭
に
際
し
て
米
國
が
日
本
に
對
し.て
示
し
た
好
意
も
亦
、
，
_此
の
們
戶
開
放
の
原
則
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
行
動
で
あ
つ
た
。
露 

西
龃
の
南
下
政
策
を
阻
止
す
る
と
い4
共
同
.の
：利
害
に
ょ
0
.て
：結
合
し
た
.ー
.九
〇
ニ
平
の
日
英
同
盟
が
、
此
の

割
を
演
じ
た
こ
と.は
言
ふ
迄
も
な
い
：が
、
米
國
も
亦
明
に
日
本
の
支
持
を
憎
し
ま
な

'か
つ
た
の
で
あ
る0
ー
ー0
。
此
の
立
場
に
就
て
開
戰

.
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如

く

雪

1

^

各
部
分
に
自
由
に
、
且
つ
直
接
に
輸
入
し
得
ら
れ
得
る
の
み
な
ら
ず
、
又

.吾
人
と
淸
國
と
.の
通
商
條
約
は
'直
に
批
淮
せ
ら
れ、又
薇
余
税 
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へ
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な
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至
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は

最

も

確

實

セ

教

る

0

_

し

之

に

反

し

.
て
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國

滕
^

ん
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國

と

吾

人

^

の

通

商

上

に

從

來

行

ひ

來

り

し

妨

寄

を

猶

，
ー

曆

大

な

ら
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む

：
る

こ

ふ

：ぁ
..：る

^

」
；

l

c

'5
-
:
摘
戰
に
當
つK

米

國

大

餐

ル
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し
も
兩
國
が
日
本
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對
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八
九
五
铝
に
7£
つ

た

高 
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國
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^

の
こ
: £
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^

な
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し
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野
村
順
之
肋
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日
本
命
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資
求
發
達
史
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日
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交
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ヤ
年
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三

八

八
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;

永
：̂
博
士
は
米
國Q

日
本
支
持
を
以p 

n英
國
が
日
本
を
自
己
の
稀
犬3
し
て
、
此
の
地
に
勢
力
'を
打
立
て
し
め
ん
S
し

た

の

ミ，̂

斥
し
て
I

朝
鮮
よ
り
滿
洲.へ
'か
け
て
•
自
ら
の
勢
力
を
張
る
の
準
備
で
あ
っ
た

W

云
へ
や
ぅ
0
而
し
.て
又
ル
丨
ズ
ヴ
キ
ル
ト
が
日 

:
:,
本
ゆ
味
方
'

W

し
て
、'陳
和
談
判
に
仲
介
し
た
の
も.,
質
に
此
の
政
策
實
行
の
第.一
甕
手
で
は
な
か
っ
た
か.

」
V

記
し
て
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る
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.土
著
跡
：揭
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ニ
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|
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傍
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筆
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■

然
么
に
.
0
.露

戰

後

の

霧

は
.決
しH:

米
國
の
‘希
望
：ず
.石
や
ぅ
^
は
推
移
む
な
か
つs
 

本
は
露
西
鹿
f
c代
つ
て
■
せ
を
占
め
、 

朝
鮮
を
売
全
に
其
の
支
配
下.に
置
く
と
共
に
、
滿
洲
一
帶
を
し
て
こ
，れ
が
资
本
の
勢
力
範
間
た
ら
し
む
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
此 

時
以
來
支
那
.に
.對
‘す
る
米
國〔

の
門
戶
開
放
政
策
の
對
象
は
露
西
蓝
で
は
な
く
て
日
木
と
な
っ
た
。
滿
洲
を
中
心
と
す
る
日

• 

i

本
主 

義
办
對
芷
の
羝
原
は
實
に
此
時
代
に
遡
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く
言
へ
ば
滿
洲
に
於
け
る
日
米
關
係
の
紛
糾
は
、
日
露
戰 

爭
直
後
、
柬
風
が
滿
泚
に
於
け̂
商
業
4
の
.不
平
等
匕
就
尤
日
本‘に
坑
議
し
た
時
に
始
ま
っ
七|展
る
。
；.
l%:
o
六

年

の

初̂,
、

來

國

 々

務
锴
は
極
束
に
於
け
る
貿
象
業
者
か
ら
、
彼
等
が
自
泔
港
た
る
中
庇
钇
經
凼
し
て
滿
洲
：に
入
る

.こ
と
幻
日
本
官
憲
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ.. 

て

居

る

の

校
0'
本
の
商
人
ば
自
埘
入_
が
.許
¥.
さ
れ
て
'居
る
と
の
至
急
.陳
情
に
接
し
、
：
東
京
代
；理
公
使
ゥ
ィ
ル
ソ
ゾ
に
氧
し
、
本
件 

|

す
る
日
本
政
府
_の
：充
分
取
务
找
意
を
喚
起
す
可.
&
日
を
訓
令
：し
た
：？
：又
典
後
間
も
な
く
、
米
國
.々

務
省
は
英
米
煙
草
會
社
の
商
品 

が
、’大
連
及
び
奉
天
：に
於
：て
關
税
及
び
歷
金
を
課
せ
ら
れ
て
鹿
る
(0
に
、
：露
滿
國
境
又
は
日
本
：租
借
地
た
る
炎
連
を
經
て
人
貨
す
る
煙

.
 

草
に
就
て
は
、
：陳

税
.が
免
除
さ
.れ
で
居
る
こ
i
k:
'
都
て
抗
亂
し
た
。•米
國
は
是
等Q

事
實
を
以
て
、
日
本
が
軍
事
占
領
下
に
あ
る
該
. 

地
龙
を
殆
ど
外
國
貿
易
に
開
放
せ'ざ
る
が
如
き
方
策
を
採̂

^
こ
れ
に
よ
っ
て
滿
洲
か
ち
英
米
貿
易
衆
業
を
排
斥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

日
本
.の
通
商
上
办
利
益
を
嫌
立:-
1
>っ
\
あ
る
も
'の
で
务
る
ゼ
の
.
疑

念

を

抱

：い
.

た
の
で
.あ
芯
;0
此
の
嶷
惑
は
，
1

米
國
商
業
代
表
者
よ
： 

ジ
ョ
，

V

•
へ
ィ
め「

門
戸
開
放J

宣
言
- 

四
九

.

(

一一.六
七〕
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ジm

ン-へィのrpl
戸
開
放
.：
し

宣
.言 

:::& 

，

(

ニ
六
八)

'
.
.
り
な
る
滿
洲
調
茶
委
員
の
調
養
其
他
に
：

ょ
..

つ
て
永
解
ざ
れ
た
。
そ
れ
に.も
拘
ら
‘ず
、'戰
後
日
本
資
本
に
'ょ
る
滿
洲
進
出
の
勢
ひ
が
頓
に 

顯
著
と
な
る
に
及
ん
で
、
米
國
資
本
の’利
害
と
の
間
に
、
次
第
に
：超
ゆ
可
ら
ざ
る
溝
渠
を
作
.つ
た
の
で
あ
る
。

.

.然
る
に
他
方I
九
〇
五
年
以
降
進
行
中
で‘あ
つ
た
パ
.ナ
マ
運
河
の
開
鑿
は
、
極
東
に
於.け
.る
歐
羅
巴
列
强
と0
.經
濟
戰
に
於
て
、
米 

.
_に
對
し
て
重
要
な
る
利
益
を
保
證
す
る
も
の
で
あ
.る
と
と
が
期
待
ざ
れ
て
居
た
。
極
東
に
輸
出
さ
れ
る
商
品
の
殆
ど
總
て
は
、
米
國 

.

の
北
東
又
は
南
東
部
の
工
業
地
方

S

生
產
物
で
あ
..つ'た
か
ら
で
あ
-
.る
。

ス
ェ
ズ
連
河
に
ょ
れ
ぱ
、
紐
育
は
リ
バ
ブ
1
ル
に
比
し
て
上
海 

及
び
橫
濱
か
ら
更
に一

一
千
哩
の
遠
距
離
に
位
し

V

居
た
が
、
パ
ナ
マ
運
河
が
開
通
す
れ
ば
、
リ
バ
ブ
ー

ル

.

一

一

.

、
六
四
〇
哩
に
對 

■
し
て
紐
育
•
横
濱
間
は
九
、
八
三
艽
哩
と
な
り
、
'
上
海
に
對
し
て
は
、
歐
米
の
此
の
兩
都
市
は
等
距
離
に
置
か
る
可
き
で

^

つ
た
。
是
等 

の
琪
情
は
來
國
を
し
て
滿
洲
の
市
場
を
特
に
筑
視
.せ
し
め
，
從
つ
て
滿
洲
に
於
げ
る
日
本
.の
勢
カ
の
擡
頭
に
褪
ヵ
抵
抗
せ
し
め
た
原
因 

.を
成
し
て
艮
る(

|

?

:

:

:
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.
併
し
米
國
資
本
の
滿
洲
に
對
す
る
關
心
が
、
.此
時
代
に
於
て
も
尙
依
然
と
し
て
：貿
易
上
の
^
罾
に
0
み
依
#
し
た
と
見
る
の
は
遥
だ

一而
的
な
見
解
に
過.ぎ
な
い
。

國
内
に於
て
急
速
な
る
資
本
蓄
積
を
成
就
し
たる
來
國は
、

今
や
强
大
な
る
投
資
勢
力
と
し
て
、日
本

資
本
、壬
義
に
對
立
し
た
。
換
言
せ
ば
米
國
が
滿
洲
に
對
し
て
持
つ
利
害
は
、
今
や
單
な
る
商
品
市
場
と
し
て

.̂
は
な
く
、
就
中
資
木
投

T
市
場
と
し
て
^
あ

，つ

た

。

此

事

が

爾

來

支

那

に

於

け

各

列

强

の

：
帝

國

主

義

對

立

.を
更
に
一
膠
激
成
し
、
特
に
日
米
關
係
の
惡
化
を
招

篆
し
た
队
本
的
の
頭.因
で
あ
.o '
-
た
の
で
あ
今
次
の
歡
會
に
詳
述
さ
る
可
き
脉
の
日
露
戰
雖
直
後
の
ハ
リ
マ
ン
の
滿
鐵
賀
收
則
畫
や 

之
に
續
い
た
が
の
米
國
金
融
資
本
闕
に
ょ
る
滿
洲
銀
行
ft
攀

M
に
交
滿
洲
諸
鐵
逍
屮
立
案
乃
至
は
對
支
借
款
團
へ
の
米
國
の
皿
等 

は
、
寧
ら
投
資
的
利
益
に
ょ
つ
て
促
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
の
露
骨
な
活
動

.に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
菇
等
の
活
動
は
最
年
や
へ
ィ 

の
门
戶
開
放
宣
言
當
時.の
利
害
と
は
全
く
異
な
る
所
の
資
本
主
義
的
利
害
に
ょ
つ
て
導
か
れ

'て
居
る
。
だ
が
此
の
場
合
に
於
て
も
極
束 

.
H

於
け
る
ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
沾
動
の
特
質
は
依
然
と
し
て
繼
續
さ
れ
た
。
そ
の
侵
略
の
武
器
は
牧
然
と
し
：て
門
戸
開
放
の
'原
則
で
あ 

つ
た
。
.そ
れ
は
ラ
テ
ィ
ン
•
ア
メ
リ
カ
に
對
す
る
米
國
の
排
他
獨
占
的
な
帝
國
主
義
的
侵
略
が
常
.に
ア
メ
リ
カ
*
モ
ン
ロ

 

！
生
義
と
い 

'ふ
好
都
合
な
.力
：モ
フ
f

ジ
ユ
の
下
に
强
行
さ
れ
て
居
る
の
と
好
一
對
を
な
し
て
房
る
0
故
に
嘗
て
米
國
>
務
長
官
ノ
ッ
ク
ス
は
次
の 

如
c
述
べ
た
.の
で
あ
る
o

.•

.
;,

.
 

•

.

'

:
:

.

「

一
八
九
八
|

九
九
年
に
支
那
領
土
の.諸
部
分
の
獨
逸
、
露
西
龃
、
怫
蘭
西
及
び
英
國
へ

(

の
粗
借
が
行
は
れ
、是
等
列
强
は、

I

R
 

本
を
も
加
へ
.
て
相
亙
に
覺
書
を
交
換
し
、
支
那
帝
國
の
特
定
地
域

s

に
於
け
る
各
自
の
特
殊
權
益
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
合
衆
國
は
右 

の
.列
强
各
個
か
ら
上
記0
所
謂
.

「

勢
カ
範
園」

內
に
於
て
.は
、
各
國
民
，に
對
し
て
平
等
待_

與

.へ

ら

る

可

し

と

い 

M
た

。
..次

い

で

團

匪

事

#

の
落
着
に
：先
ぢ
、
合
衆
國
は
#
亦
關
係
諸
國
に
通
牒
を
發
し
て
.、支
那
の
領
土
的
行
政
的
實
體
の
保
金
並
'に
通 

へ
商
機
會
0
.均
等
に
關
す
.る
原
則
の
澉
認
を
求
め
た0
:で
.あ
->
た
0
:
'合
衆
國
政
府
が
、.か
の
.滿
洲
ハ
^

.
沿

線

の

鑛m-
採

掘

麗

に

、
將
叉
錦
愛
鐵
道
の
設
計
計
畫H

ぼ

參

與

し

、.更)

に
又
滿
洲
鐵
道
の'中
立
を
提
案
し
、

S

鐵

馨
 

款

へ

の

榮
^

^

^

^
を
求
め
た
の
は
、
：|
:か

い

忠

か
1
&き

紀

_

か

紫

か

か

か

容」

と
O
B一8

i

は
筆
若〕

.
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9.
シ
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ィ
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放
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宣
苜
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§

,

時

代

暴

後

の

凡
^
る
時
代
を
通
じ
、
；

w

那
杧
.5

:
^

ー
切
の
事
件
唉
際̂

て
、〖

終

始t

貫

門

戸

開

放

の

；
原

婴

擁

：

馨

セ

來

§:
:と

ば
事
實
セ
あ
る0
:
#1;
ズ
メ
；丨
涔
*
^
^
:浮

る

4

>|
^

1

義̂
^
尚
様
.，
支
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.

.
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§

m-
o

f

v其
^
初
め
^
於
げ
る
消
極
的
•
防

の

i

が
ら
轉
じ
：

F
、

次
第
に
！

I
®

的

.
侵
略
的「

の
薏
義
を
有
す
るi

 

つ
^

o
:
:
而
1|
.ゼ

餅

か

る

賺

：は
後.の

響

：
に

逑

べ

ら

れ

岑

如

ぐ

、
.

何
ょ
W
も
先
'づ
世
.界
經

.^
照

應

し

¥
:
居
る
'
0
で

あ
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:

吾
々
(0
直

接

.0
問
題
.に
就
て
.

へ
ば
、〕

日
露
戰
餅
後
变
那
特̂

滿
洲
^
:於
け
名
資
本
活
動
.を
中
心
と
す
苓
日
米
兩
國
の
關
係
の
惡
化 

は
：、
國
際
政
治
的
方
面
に
於
て
は
、
；

1

九
〇
八
年
の
ル
丨
ト•
高
平
條
約
の
締
結
に
燦
い
て
居
る
。
此
條
約
は
、

「

兩
國
政
府
の
政
策
が 

何
等
傻
略
鑛
向
に
制
せ
ら
るV

こ

と

な

く

」

，
太

平

洋

の

規

狀

維

持

を

擁

護

し

、
.
.
且

：
つ
'
'

「

其
，の
«
內
に
；屬

す

る

-切
の
牟
和
手
段
に
依 

り
ノ
淸
國
.爲

立

及

び

領

ゼ

保

全

竝

に

同

.

带
國
に
於
け
‘る
列
國
§

エ
.業
£

す
る
.機
會
均
等
主
義
を
支
持
し
、
以
て
霞
に
於
け
る 

列
檲
0
共
通
利
益
を
保
#
す
：る
の
.決
意
を
有
ず
る」

；こ
と
.を
宣
實
し
_て
；.居
％̂
^
^

來

せ

；ら

れ

る

帝

國

主

顧

的

對

立

が

、

斯

か

る

一

片C

條

約

に

ょ

つ

て

決

し

て

：
囘
‘

避
せ
ら
れ
：得
る
も
の
で
な.い

と

：
い

ふ

こ

と

は

、

茳

弋

史 

の
•提
供
す
る
無
數
の
實
例
に
.ょ
つ
て
示
さ
れ
て
居
る
通
り
で
あ
る

,0

一
 

.九
一
〇
年
、
：先
：の
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
工

ル
ト

は

十

一

¥

一
.一
十
一
一 

日
付
書
翰
を
以
て
そ0
後
繼
者
夕
フ
ト
に
次
の

.如
く
書
い
て
居
る
。

「

滿
洲
に
關
し
て
、.若
し
も
日
本
：が
.吾
々
の
皮
對
す
る
行
動
に
出
づ 

る

と

い

ふ

方

管
,

な
ら
ば
、'
5

は

馨

に
J

H

.J
U
外y

.

そ
れ
を
祖
止
す
f

 

4

出
來
ぬ
。
併
し
滿
洲
に
關
ず
る
攀
に
戎

功
す
る
た
め
に
は
、
英
國
の
街
す
る
如
き
す
ぐ
れ
た
艦
隊
と
獨
逸
の
有
す
る
如
き
す
ぐ
れ
た
軍
隊
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
支
那 

に
於
け
る
門
戶
開
放
政
策
は
屯
越
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
交
上
の
一
般
的
同
意
に

ょ
つ
て
維
持
さ
れ
る
限
り
將
來
も
亦
そ
う
で 

あ
る
こ
と
を
希
望
ず
る
。
併

し

奮

！

§

の
-下
に
於
け
る
と
同
樣
日
本
の
下
に
於
け
る
滿
洲
の
全
史
が
霞
し
て
居
る
や
う
に
、
事
實
上 

門
戸
開
放
政
策
は
、

ー
醫
が
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
や
否
や
完
全
に
消
滅
し
て
居
る
。
併
し
此
政
策
は
、
自
ら
の

m
的 

を
放
棄
せ
ん
ょ
り
は
寧
ろ
進
ん
で
戰
爭
の
危
險
に
趣
く
可
き
で
あ
る

」

と
2
£

。

C

ニ
五
V

支
那
關
係
條
約
集
ニ
〇
六
頁
。

、ニ
.！ o.. 
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.
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附

記
本

文

に

於

て

は

、

支
那
に
於
け
る
ア
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義i

の
發
踹
を
な
す
所
の
へ
ィ
の
門
戶
開
放
宣
言
に
就
て
記
し
た
。
次
の
機
會

. 

を
锊
て
、
米
國
の
門
戶
開
放
政
策
が
、
爾
來
現
在
に
至
る
ま
で
、

M
何
に
そ
の
對
支
活
励
の
上
に
發
展
し
來
つ
た

か

を

論
述
し
た
い
ヾ」

M 

ふ
。
是
等
の
研
究
は
、
現
在
，
列
强
が
支
那
に
於
て
有
す
る
經
濟
的
利
害
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
の
道
標
ミ
し
て
な
さ
れ
て
屈
る

Q 

故
に
そ
れ
は
麗
の
詳
細
な
記
述
で
はな
い
。此
點
讀
者
の
御
繋
を
乞
ひ
た
い
。
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